
令 和 ４ 年 度 定 時 会 員 総 会 　 議 案

【第 1 号議案】
令和４年度

事業報告（報告事項）
損益計算書〈正味財産増減計算書〉、 
貸借対照表、財産目録（承認事項）

監査報告書（報告事項）
自令和４年１月１日　至　令和４年 12 月 31 日

令和５年３月７日
公益社団法人北海道倶楽部

※注記１：本書は「会員（社員）総会参考書類」を兼ねています。

※注記２：「令和４年度定時会員総会招集通知」が裏表紙にあります。

※注記３
①会員総会出席者は原則として「議決権行使書と議案（本書）」を持参の上、会員総会に出席し
議決権を行使してください。

②新型コロナウイルス感染防止の為、出席者はマスクの着用など充分な感染対策をお願いします。
オミクロン株の市中感染では無症状の方が、他に感染させています。体調の優れない方、発熱し
ている方、ワクチン未接種など新型コロナウイルス感染に少しでも危惧のある方は出席をご遠慮
ください。

③新型コロナウイルス感染防止の為、極力「事前の議決権行使」をお願いします。招集通知に同
封した【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使について】（はがき）に印刷された【事前議決
権行使】欄に記入の上、「郵送」、「FAX」、又は「スキャンしたものをメールに添付」の方法でな
るべくお早めに北海道倶楽部宛に送付して下さい。

【第 2 号議案】
令和５年度

事業計画、収支予算書（報告事項）
自令和５年 1 月１日　至　令和５年 12 月 31 日



令 和 ４ 年 度 定 時 会 員 総 会 　 議 案
【第 1 号議案】（◉報告事項及び●承認事項）

　令和４年度　事業報告、
正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録

監査報告書
自令和４年 1 月 1 日　至　令和４年１２月３１日

◉報告事項
「令和４年度庶務事項報告（総会、理事会報告）」

・・・1 ページ

「令和４年度事業報告」
・・・・・・・・・・・・   10 ページ

「令和４年度　会員異動状況」
・・・・・・・・・・・・15 ページ

●承認事項
「損益計算書（正味財産増減計算書）」

・・・・・・・・・・・・16 ページ

「貸借対照表」
・・・・・・・・・・・・17 ページ

「財産目録」
・・・・・・・・・・・・18 ページ

「キャッシュフロー計算書」
・・・・・・・・・・・・19 ページ

「計算書類に対する注記 , 附属明細書」
・・・・・・・・・・・・20 ページ

◉報告事項
「監査報告書」

・・・・・・・・・・・・21 ページ

◉報告事項
「令和５年度事業計画書」

・・・・・・・・・・・・22 ページ
「令和５年度収支予算書」

・・・・・・・・・・・・25 ページ

【第 2 号議案】（◉報告事項）
令和５年度　事業計画、収支予算書

自令和５年 1 月 1 日　至　令和５年１２月３１日

（金額は原則円単位です。）
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　種　　別　　　　　
１．総会
令和３年度定時会員総会

３月９日

２．理事会 ( 評議員会）
２月１７日

・書面による理事会を除き、

各理事会では、出席の代表理

事及び業務執行理事の職務の

執行状況の報告が行われてい

る。

・書面による理事会を除き、

事 務 所 で の 参 加 者 を 含 め、

WEB 会議システム（Microsoft 

Teams）を利用し行う。出席

　概　　要
第１号議案「令和３年度　事業報告（報告事項）、損益計算書〈正味財産増減
計算書〉・貸借対照表・財産目録（承認事項）」の件
議長は事務局長に説明を求めた。
事務局長は配付資料の確認の後、資料の 1 ～１９頁に基づき説明した。
議長は鐵川照夫監事に監事を代表して監査報告を求めた。
監事は「令和３年度の事業・会計報告につき諸資料、帳票、帳簿などを詳細に
調査した結果、適法かつ適正である」、「理事の職務遂行についても適法かつ適
正である」と監事を代表して報告した。
この議案につき質問、意見を求めたが、全員異議無しとの声により本議案は原
案通り承認されたことを告げた。

第２号議案「令和４年度　事業計画、収支予算書（報告事項）」承認の件
議長は事務局長に説明を求めた。
事務局長は配布資料２１～２４頁に基づき説明した。
議長はこの議案につき質問、意見を求めた。全員異議無しとの声により本議案
は原案通り承認されたことを告げた。

第３号議案「理事及び監事選任（選任決議事項）」の件
議長は事務局長に説明を求めた。
議長はこの議案につき質問、意見を求めた。全員異議無しとの声により本議案
は原案通り承認されたことを告げた。

最後に、議長から全般にわたり発言を募った。（詳細は省略）
以上により本日の全議案は原案のとおり決議され、審議は終了したので、午後
１時３０分過ぎ、議長は令和３年度定時会員総会の終了を告げた。

（於　永田町ほっかいどうスクエア 2 階会議室）

第 1 号議案　令和３年度事業報告及び決算等の承認の件 ( 別冊「令和３年度定
時会員総会　議案」参照 )

　（1）事業報告書（2）事業報告書の附属書類（3）貸借対照表　（4）損益計
　算書（正味財産増減計算書）（5）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増
　減計算書）の附属書類（6）財産目録（7）監査報告書
第 2 号議案　内閣総理大臣宛「事業報告等に係る提出書」提出について決議する件
第 3 号議案　令和３年度会員総会に係る件（定款第 29 条第 1 項第 1 号の事項 )
 （別冊の「令和３年度定時会員総会　議案」、「総会招集通知」につき承認をお願いします。）
第 4 号議案　役員辞任、委嘱の件
第 5 号議案　会費未納会員の会員資格喪失者、会員入退会、会員数ほかの件
　（1）　会費未納（3 年以上）会員の会員資格喪失者について（定款第 11 条　　　　

令和４年度庶務事項報告（総会、理事会報告）
令和４年 1 月１日から令和４年 12 月 31 日まで
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( 諸会議報告の要旨である。省略した事項、別紙等は正規の議事録に記載されている。）
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　種　　別　　　　　     　概　　要

-2-

者の音声と映像が即時に他の

出席者に伝わり適時的確な意

見 表 明 が 互 い に で き る 仕 組

みを確認後に議案の審議に入

る。

　　

　　　　　　
　　　　　　３月９日
　　（臨時書面理事会）
　　

　　　　
　　　　　4 月２８日
　　　　（書面理事会）

・以降各書面理事会の日付は

事務所押印等のため事務所か

ら発送した時点を記載した。

・各書面理事会の議事録には

全部の押印等が終了し事務所

に 返 送 さ れ た 日 時 を 記 入 し

た。

　　第 1 項第 1 号による資格喪失者の報告）
　（2）　会員の入会について　
　（3）　会員の退会 ( 登録会員の登録・抹消を含む )、会員推移　　　
第 6 号議案　その他

（1）　新年交礼会は新型コロナウイルス感染防止のため中止
（2）　令和４年度寄附のお願いの件
（3）　会費の請求について
（4）　広報紙「北海道 "NOW"」（会報）自治体紹介ページ　今後の掲載スケ

ジュールについて
（5）　令和４年北方領土返還要求全国大会は無観客で開催（2 月 7 日、国立

劇場）
（6）　「ふるさと北海道応援フォーラム　オンライン開催実施について

　毎年後援名義を出していたが、今年も ZOOM による WEB セミナーで
行われた。
配信日時：令和 ４ 年 2 月 １０ 日（金）13：00 ～ 14：40

（7）　4 月からの事務局業務について企画、会報制作ほかの業務委託契約終
了後の対応について

（8）　理事会・評議員会ほか予定
（北海道倶楽部事務所及び WEB 会議システム「Microsoft Teams」に於いて）

第 1 号議案　総会で選任された理事の中から、会長１名、副会長若干名、理
事長１名、副理事長若干名及び常務理事１名を定める件（定款第 21 条第
2 項、第 29 条第 1 項第 4 号）

　　任期はそれぞれ令和５年度の定時会員総会（令和６年３月開催予定）の終
　結時までとする。但し、再任を妨げない。選定された者は、それぞれその就
　任を承諾した。

第 1 号議案　役員辞任、委嘱の件
（1）　3 月９ 日令和３年度定時会員総会で再任（重任）された理事と監事及

び就任した監事については、就任承諾書を提出戴き、登記完了後、内閣
府に届けた。

（2）　評議員、相談役、顧問及び参与などの、次期役員は、前役員を充てる
ことを原則とし、別紙のとおり理事長に推薦し委嘱して頂く。役員増減
の調整は理事長に一任する。

第 2 号議案　新型コロナウイルス対応と事業計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）　今期計画されている対面を伴う公益事業は、広く評議員等で事前に検討し、

内容や事業を行うか否かの最終判断は会長と理事長に一任したい。

（2）　事業の検討は評議員で事前検討やアンケートを行うこととする。
第 3 号議案　新入会員審査の件
第 4 号議案　その他（報告承認事項）の件
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　種　　別　　　　　     　概　　要

　　　　　６月１６日
　   理事会 ( 評議員会）

（1）　事務局の体制

（2）　PMF の顧問就任承諾について
村上理事長が引き続きパシフィック・ミュージック・フェスティバルの顧
問に再任。（令和４ 年 4 月 1 日から令和６ 年 3 月３1 日まで）

（3）　寄附金の状況（令和４年 4 月２５日現在）

①　R ４年予算 　2,682,000 円
②　応募　75 人、1,966,000 円　入金者数　56 人、入金実績 1,173,000 円 

（4）　キャンペーンの状況（令和 4 年 4 月 25 日現在）

①　ブラウンリボンバッジの状況
	      本年度頒布数・金額／同累計　50 個・12,500 円／ 43,792 個・7,229,463 円

②　千島桜バッジの状況
	      本年度頒布数・金額／同累計　26 個・6,500 円／ 3,283 個・657,920 円  

③　新幹線バッジの状況
	     本年度頒布数・金額／同累計　8 個・2,000 円／ 3,454 個・582,358 円 

④　ちぎれ千島に雲がとぶ CD の状況

　　　     本年度頒布数／同累計・金額　1 枚・1,000 円／ 482 枚・388,600 円
（5）　今後の予定ほか

講演会、北方領土対応、交流の夕べ、交流イベント、北方領土返還要求中
央アピール行進の対応については評議員会・部会で検討する。新型コロナ
ウイルスが影響するため、人の集まる事業は例年とは異なる対応が想定。

（6）　理事会等予定

第 1 号議案　役員就任の件　
　別表のとおり各役員が就任を承諾された。
第 2 号議案　役員就任に伴う担当の件
第 3 号議案　特別講演会と交流の夕べ共催について（詳細は別紙）
　理事会の承認を得られたら、直ちにご案内（HP 掲載、郵送、会報で広報）
開始する。
・開催日時　８月４日１８時～２０時
・開催の趣旨
①現時点で考えられる充分な新型コロナ感染防止対策を取り入れ開催を企画す
る。公益事業活動と新型コロナ感染防止については、他の民間企業等の対応状
況を確認し、公益法人の立場として極力リスクが無いように慎重に実施したい。
②対面の２事業を合併し対面での感染機会を減少しリスクを減少させる。多人
数での同時発声を避けるも、魅力度を上げるため阿部修平先生の講演会を企画
するとともに、各人の発言機会を確保のため、近況報告や自己紹介の時間をと
り出席者の満足度に対応する。
・会場	  銀座ライオンビル 6F　銀座クラシックホール
・参加人数
感染防止対策をし、着席定員最大５６人に制限（7 テーブル× 8 人／テーブル）
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　種　　別　　　　　     　概　　要

　　　　
　
　　　　　

東京都の要望（8 人／テーブル）は撤廃されたが会場の大きさでテーブル等は
制約される。
・参加者
理事・監事等役員、スタッフ（評議員会正副議長他、事務局）、特に認めた来
賓以外の参加者は抽選で決定。
第 4 号議案　新入会員審査の件ほか（会員の入・退会、会員の推移）
第 5 号議案　令和４年版会員名簿の件
　10 月発行を目指し、掲載内容の確認と発行の財源となる名簿広告の募集を
開始する。コロナの影響で名簿広告の出稿をどの程度集められるか不明だが、
編集、版下作成は内製化しているので赤字になることはないと思われる。
第 6 号議案　その他（報告承認事項）の件

（1）　寄附金の状況（令和 4 年 6 月 13 日現在）

①　R3 年実績　85 人、2,702,000 円　　R4 年予算　2,682,000 円

②　応募 87 件、2,589,000 円、入金者数 86 人、入金実績 2,579,000 円

③　例年通り、会員外の寄付者は 1 年間賛助会員として、会報・各種案内

を送る。イベント開催が行われる場合は高額寄附者へのイベントのご

招待を行う。

（2）　 キャンペーンの状況（令和 4 年 6 月 13 日現在）

①　ブラウンリボンバッジの状況

 　　　　　本年度頒布数・金額／同累計　94 個・23,000 円／ 43,886 個・7,252,463 円
②　千島桜バッジの状況

	      本年度頒布数／同累計・金額　74 個・18,000 円／ 3,331 個・669,420 円 
③　新幹線バッジの状況

	 　 本年度頒布数／同累計・金額　8 個・2,000 円／ 3,454 個・582,358 円
④　ちぎれ千島に雲がとぶ CD の状況

　　　　本年度頒布数／同累計・金額　1 枚・1,000 円／ 482 枚・388,600 円
（3）　今後の事業予定ほか ( 以下の具体的対応については、今後検討する )　　　　　

①　北方領土　ビザなし交流

　　　　　現下の状況では、「ビザなし交流」の再開は困難と思われる。

②　交流イベントは 事業計画上では予定しているが、「特別講演会と交流

の夕べ共催」の開催状況を踏まえて今後検討する事とする。

③　北方領土返還要求中央アピール行進 12 月 1 日開催の有無・詳細は不

明。

④　情報紙「北海道 ”NOW”」 の 毎月の発行・配布、「北海道の市町村をご

紹介」及び「 北海道 ”NOW”information」の掲載　

　　　８月に掲載を予定していた斜里町より、昨今の状況を踏まえ、この度の

　　　掲載は見送りたい旨、申し出があった。

⑤　北海道情報ラックに北海道情報を配布（毎月）

⑥　北方領土返還要求運動「ブラウンリボンバッジ」の頒布を行う。「千

島桜バッジ」の頒布を行う。北海道新幹線早期実現運動「新幹線バッジ」
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　種　　別　　　　　     　概　　要
の頒布を行う。

（4）　理事会等予定　

（北海道倶楽部事務所及び WEB 会議システム「Microsoft Teams」に於いて）

第 1 号議案　役員辞任、委嘱の件
第 2 号議案　新入会員審査の件ほか（会員の入・退会、会員の推移）
第 3 号議案　対面型公益事業（「交流の夕べ」と「特別講演会」共同開催）実

施の件
（1）　日時：8 月 4 日 18 時～ 20 時　場所：銀座ライオン　クラシックホー

ル　当日実参加者数 47 人
（2）　対面型公益事業を第 7 波のピークに近い時点ではあったが種々の感染

防止対策の下で実施した。
①　当日の接触を極力少なくするため、会費は事前振込、福引は事前

抽選、配布物は事前に席に配布した。
②　従来立食で 100 人超参加していた人数を着席で最大約半数の 56 

人で抽選とし実施した。（実質無抽選）当選者のキャンセルもあり
当日実出席者は 47 人だった。

③　外部の窓等は全開とし暑さ対応の軽装での来場をお願いした。前
半 1 時間を講演会、後半 1 時間を全参加者のショートスピーチと
し、黙食をお願いした。

④　参加者は講演会の間もショートスピーチの時間でも通常より飲食
をしている方が少なく見えた。コロナ感染に注意しマスクを外す
ことを極力避けた方が多かった。

第 4 号議案　対面型公益事業（「講演会」「交流イベント」「新年交礼会」）ほ
かの件

（1）　10 月講演会の件

　　講演会について川村会長から「日立北大ラボ」のご推薦を頂いた。
「チャレンジフィールド北海道のご紹介」を 2021/11 と 2022/08 の北海
道 "NOW" の広報ページで取り上げた。日立北大ラボの活動をご紹介頂く
講演会を企画部会で検討したい。なお、評議員会理事会合同会議出席者が
参加し易いように評議員会理事会合同会議の後に講演会の開催をしたい。

（2）　10 月交流イベント

　　令和 4 年度事業計画書で「新型コロナウイルスの影響により理事会で開
　催、中止について別途決議をした場合は変更する」と定めたことを踏まえ、
　10 月には対面の「10 月講演会」開催も行うことから「10 月交流イベント」
　は中止する。

（3）　１月新年交礼会

　　1 月時点の新型コロナウイルス感染状況は不明だが、現時点での想定のも
　と検討する。

①　立食での開催は難しいと思われる。「交流の夕べ」の申込状況から、

　　　
　　　　８月３１日
　　　（書面理事会）
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　　　　１０月２１日
　  理事会 ( 評議員会）

会費の額にもよるが、最大申込は着席で 50 人程度と思われる。「交流

の夕べ」の申込受付形式については適用可能と思われる。（会費事前振

込、申込後自己都合不参加の場合は会費はお支払い頂く）

②　着席での感染対策の対応に「交流の夕べ」と同じ「講演会」+「ショー

トスピーチ」形式を取るのは 1 月であれば可能と思われるが、忙しい

と思われる講師の日程を 1 月に確定的に確保できるかが課題。

③　会場との協議が必要だが、ニューオータニでの開催であれば着席で 

17 千円（料理原価 14 千円 + 飲物 1.5 千円 + 経費 1.5 千円 + 講師謝礼

無償）程度と想定される。

④　日程、講師の人選、参加費の設定、会場選定と協議など事業部会での

検討を始めたいと思う。新型コロナウイルス感染状況や今後の検討結

果により再度理事会で実施もしくは中止の判断を頂きたい。

第 5 号議案　その他（報告、承認事項）の件
（1）　寄附金の状況（令和４年 8 月 25 日現在）

①　R3 年実績　85 人、2,702,000 円　R4 年予算　 2,682,000 円
②　応募 89 人、2,629,000 円　入金者数 89 人、入金実績 2.629,000 円

（2）　 キャンペーンの状況（令和４年８月２５日現在）
新型コロナウイルスの影響でバッジ等の頒布数が非常に少なくなっている。　　　　　

①　ブラウンリボンバッジの状況

　　本年度頒布数・金額／同累計 98 個・24,000 円／ 43,890 個・7,253,468 円
②　千島桜バッジの状況

	     本年度頒布数・金額／同累計 80 個・19,500 円／ 3,337 個・670,920 円
③　新幹線バッジの状況

	 　 本年度頒布数／同累計・金額　8 個・2,000 円／ 3,454 個・582,358 円
④　ちぎれ千島に雲がとぶ CD の状況

　　　　本年度頒布数／同累計・金額　1 枚・1,000 円／ 482 枚・388,600 円
（3）　今後の予定ほか

　　　北方領土　ビザ無し交流ほか
           いまのところすべて中止との連絡を受けている。間瀬さん（評議員会議
　　　長・元北対協理事長）と対応を検討することとしたい。

（4）　理事会等予定

第 1 号議案　交流イベント中止報告の件　
　10 月開催予定の「交流イベント」は 8 月 31 日の理事会決議で新型コロナ
ウイルスの影響により中止とされ、会場の明治記念館のキャンセルを行った。
令和５年の新年交礼会は令和 4 年の交流の夕べ同様の形式で実施する事を検
討している。
第 2 号議案　倶楽部運営についてと令和 3 年 10 月理事会で評議員会に諮問、

検討を求めた件について
　令和 3 年理事会の諮問内容の再録諮問の再録（詳細は省略）については本
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日理事会・評議員会合同会議終了後、意見交換を行う。
第 3 号議案　新入会員審査、会員の状況の件
第 4 号議案　その他（報告承認事項）の件

（1）　令和４年会員名簿の完成　

10 月 1 日発行、3 日発送した。広告収入は減少したが、冊子のページ数
を少なくし、印刷費（外注費）を少なくした。版下作成は従来から内製化
しているので外部支出は発生していない。

（2）　倶楽部の公益事業 ( 行事 )　講演会の開催
　　交流イベントは中止したが、感染リスクの少ない講演会（令和 4 年度第 
　　2 回）を理事会・評議員会合同会議の後、開催する。
　　日時：10 月 21 日　15 時～ 16 時

　　場所：アイオス永田町会議室

　　演題：「北海道のために～日立北大ラボの活動について」

　　講師：吉野　正則　先生

（3）　「北海道の市町村のご紹介」の発行
　　北海道及び市町村の担当者と打合せ中。昨年同様 WEB で発行する。

（4）　申請していた内閣総理大臣岸田文雄「税額控除に係る証明書」（令和 
4 年 9 月 26 日発行）有効期間　令和 4 年 10 月 11 日から令和 9 年 10 
月 10 日までが発行された。（別紙参照）

（5）　寄附金の状況（令和４年 10 月 18 日現在）
　　　応募 91 人、2,659,000 円　入金者数 90 人、入金実績 2,639,000 円　

（6）　キャンペーンの状況（令和 4 年 10 月 18 日現在）
　　①　ブラウンリボンバッジの状況
　        本年度頒布数・金額／同累計　104 個・25,500 円／ 43,896 個・7,254,963 円

       ②　千島桜バッジの状況
           本年度頒布数／同累計・金額　114 個・27,500 円／ 3,371 個・678,920 円

       ③　新幹線バッジの状況
            本年度頒布数／同累計・金額　8 個・2,000 円／ 3,454 個・582,358 円

       ④　ちぎれ千島に雲がとぶ CD の状況
　　   本年度頒布数／同累計・金額　1 枚・1,000 円／ 482 枚・386,600 円

（7）　北方領土返還要求中央アピール行進（12/1）
  　１市４町で構成する北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議会

が主催する「北方領土返還要求中央アピール行進」を３年ぶりで開催予
定。過去２年間は新型コロナウイルスの影響で中止していた。

（8）　令和５年新年交礼会の件
　前回の交流の夕べ方式で、着席により講演会 + ショートスピーチ形式
での開催を計画中。2022 年 12 月末申込締切で申込者から会費徴収（不
参加でも会費徴収）。物価上昇により、ニューオータニで行うと参加費 
16 ～ 18 千円／人必要。講師、会場、開催日程の検討中。

（9）　来年度の事業計画提出
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　　　１２月１５日
　   理事会 ( 評議員会）

　　　　

　　    12 月末まで（令和 4 年を基に次回理事会で決定する。）
（10）　理事会等予定

（北海道倶楽部事務所２階及び WEB 会議システム「Microsoft Teams」に於いて）

第 1 号議案　令和５年度事業計画及び収支予算並びに資金調達及び設備投資
の見込みの件（別紙参照）
定款第 50 条の定めにより、毎事業年度開始前までに理事長が作成し、理
事会の承認を得て翌事業年度開始前までに行政庁に提出し、会員総会に報
告するとされています。以下の通りご承認下さい。（「第１号議案　別紙　
令和５年度事業計画及び収支予算並びに資金調達設備投資の見込みの件」
参照）

（1）　事業計画書について
別紙（「別紙　令和 5 年度事業計画書」の通り、令和５年度の事業計
画を作成した。基本的に過去の事業計画書に準じ作成した。（但し、
新型コロナウイルスの影響を考慮するとともに事業費を押さえること
を念頭において、「新年交礼会」「交流の夕べ」及び「交流イベント」
は十分な感染対策と事業費を縮減し実施することとしたい。新型コロ
ナウイルスの影響で収支の悪化も懸念されるので、開催にあたって過
去の前例にとらわれず、開催計画の検討をする。また各事業は新型コ
ロナウイルスの影響により中止を含め種々の変更が想定される。

（2）　収支予算書について
令和３年度の仮決算（「別紙　令和３年度仮決算」）を踏まえ、令和４ 
年度事業計画を遂行するため別紙（「別紙　令和４年度収支予算書」）
の通り、令和４年度収支予算を作成した。

（3）　資金調達及び設備投資の見込み
　　　　別紙　「資金調達及び設備投資の見込み」の通り。
第 2 号議案　令和４年度事業報告等の作成、総会日程の方針について

（1）　令和４年度の「事業報告」等は前年に準じて作成し、その後監査を受け、
２月理事会で承認後直ちに「定時会員総会招集通知、議案」を発送し（総
会の２週間前）、３月の定時会員総会で報告・承認を得ることとする。

（2）　総会は日程調整の上、倶楽部２階の広い会議室を借用し、換気などコ
ロナウイルスの感染対策を施し開催する。

第 3 号議案　講演会の開催及び参加について
（1）　講演会の開催について

　　倶楽部の公益事業として感染リスクの少ない講演会を開催し、25 人
が聴講した。（10 月理事会・評議員会合同会議の後開催）
①　日時： 2022 年 10 月 21 日（金）15 時～ 16 時
②　場所： アイオス永田町会議室（倶楽部事務所の 2 階）
③　申込方法：先着順申込　広くどなたでも申し込める　参加費用は無料
④　演題：北海道のために～日立北大ラボの活動について
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⑤　講師：吉野 正則先生 ( 株）日立製作所　基礎研究センタ　シニアプ
ロジェクトマネージャー　 北海道大学特任教授　産学・地域協働推進機
構　社会・地域創発本部　本部長

（2）　「北方領土返還要求中央アピール行進」（12 月 1 日）に参加
北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議会の主催する行進に、川
村会長、本間副理事長、間瀬評議員会議長、惣田評議員会副議長・企画部
会長以下 ( 総計 6 名 ) で参加した。（総参加者は全国から約 500 人）日比
谷野外音楽堂から鍛冶橋まで約 1．6 キロをシュプレヒコールを行い行進
した。（新型コロナウイルスのため中止していた。前回参加は 2019 年）

第 4 号議案　新入会員審査の件、会員数について
第 5 号議案　「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行について

小冊子 WEB 版を 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に掲載する。2022
年 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した 21 市町村を再度、北海道と各市町
村の校正を経て完成した。予算がないので、本年も WEB 版の発行となっ
た。事務局内製化のため、費用は掛かっていない。

第 6 号議案　その他報告事項
（1）　寄附金の状況

①　令和４年度予算　２６８. ２万円
②　12 月 13 日現在実績  ２６５．９万円、９１人
③　令和５年度寄附金のお願い・募集発送は 3 月開始の予定。
④　税額控除の適用となる。

（2）　会費の入金状況
①　令和４年度予算６７６万円（内訳 正会員１９９万円　維持会員

４７７万円）
②　12 月 13 日現在実績 ６５６．５万円（内訳 正会員１９４．５万円　

維持会員４６２万円）
③　令和５年度会費（1 月～ 12 月分）の請求は４月の予定。

（3）　ブラウンリボンバッジの状況
　　　　本年度（12/13 現在）192 個、累計 43,984 個　

（4）　千島桜バッジの状況
　　　　本年度（12/13 現在）122 個、累計 3,379 個　

（5）　北海道新幹線バッジの状況
　　　　本年度（12/13 現在）8 個、累計 3,454 個　

（6）　ちぎれ千島に雲がとぶ（CD）の状況　
　　　　本年度（12/13 現在）1 枚　累計 482 枚

（7）　令和 5 年新年交礼会開催予定（2020 年 1 月以来の開催です。）
          令和 5 年１月 27 日（金）１８時　ホテルニューオータニ　麗の間
新型コロナウイルスの感染対策のため着席での食事提供となる。

（8）　理事会・評議員会・定時会員総会等の予定
　（北海道倶楽部事務所及び WEB 会議システム「Microsoft Teams」に於いて）
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【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　例年 1 月にホテルニューオータニで開催していた新年交礼会は新型コロナ
ウイルスの影響の為に中止とした。
　
 　「北方領土の日」の２月７日、北方領土返還要求全国大会が新型コロナウイ
ルス感染防止のため、今年も無観客となり大会の模様はオンラインで配信され
た。大会にビデオメッセージを寄せた岸田文雄首相は倶楽部頒布のブラウンリ
ボンバッジを付け登場「ロシアとの間で領土問題を解決し、平和条約を締結で
きるよう交渉を進めていく」と決意表明した。
北海道倶楽部も構成団体に名を連ねる実行委の主催。　

　北海道倶楽部主催の
「交流の夕べ」が８月４
日夜、東京・銀座で 3
年ぶりに対面で開いた。
新型コロナリスク軽減
のため、「特別講演会」
と共同開催した。（写真
及び会報記事（北海道
"NOW" の紙面を抜粋。）
参照）
　東京都などの指導に
より参加者は倶楽部会
員、会員以外の合わせ
て５６人に絞り、着席
形式で行った。
　開会挨拶では、川村
隆会長が倶楽部の役目
について話した。その
後、倶楽部会員の阿部
修平さんによる講演（詳
細は特別講演会参照）
を行い、講演後は参加
者によるショートス
ピーチで近況報告した。

　【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　例年 10 月に明治記念館で行われていた交流イベントは新型コロナウイルス
の影響の為に中止とした。
　

令和４年度事業報告
令和４年１月１日から令和４年 12 月 31 日まで

１. キャンペーン推進の
ための事業

（1）新年交礼会
　　　　　　１月中止

（2）令和４年北方領
土返還要求全国大会
オンライン参加
　　　　　　2 月 7 日

（3）交流の夕べ
　　　　　　８月４日

（4）交流イベント
　　　  10 月中止
　　（旧道産子の会）
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を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
道
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
の
実
現
に
向
け
て
、
豊
か

な
森
林
を
育
み
、
そ
の
恵
み
を

活
用
し
て
ま
た
育
て
る
と
い
う

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

是
非
こ
れ
か
ら
も
、
森
林
づ
く

り
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
る
よ

う
、
魅
力
的
な
作
品
づ
く
り
を

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

  

知
事
エ
ッ
セ
ー

　
　
　～
上
川
管
内
で
～

「交流の夕べ 」を対面で開催
阿部さん（会員）を講師に講演会も

倶
楽
部

　
　
倶
楽
部
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
、
恒
例
の
「
交
流
の
夕
べ
」
が
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
の
日
に
当
た
る
8
月
4
日
、
東
京
・
銀

座
の
「
銀
座
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
で
リ
ア
ル
開
催
さ
れ
た
。
同
行
事
を
対
面
で
開
い
た
の
は
3
年
ぶ
り
。
新
型
コ
ロ
ナ
・
リ

ス
ク
軽
減
の
た
め
、
こ
の
日
は
「
特
別
講
演
会
」
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
会
員
の
阿
部
修
平
さ
ん
（
ス
パ
ー
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
社

長
）
が
、
投
資
全
般
や
米
国
で
の
体
験
談
な
ど
を
披
露
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税 

紋
別
市
が
全
国
一

根
室
３
位  
白
糠
（
釧
路
管
内
）
４
位

　
総
務
省
が
発
表
し
た
２
０
２
１
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
総
額
は
、
市
町
村
別
で
紋
別

市
が
１
５
２
億
９
７
０
０
万
円
に
達
し
、
道
内
自
治
体
で
初
め
て
全
国
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
都

道
府
県
別
で
も
北
海
道
が
１
２
１
７
億
４
７
０
０
万
円
を
集
め
、
3
年
連
続
1
位
に
。
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
巣
ご
も
り
消
費
」
が
続
き
、
返
礼
品
目
的
の
寄
付
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
、

そ
の
背
景
に
あ
る
。

　
紋
別
市
は
、
2
位
だ
っ
た
20

年
度
か
ら
19
億
４
０
０
０
万
円

増
。
市
に
よ
る
と
、
ホ
タ
テ
や

カ
ニ
な
ど
特
産
の
海
産
物
が
人

気
を
集
め
、「
全
国
に
紋
別
の

産
品
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
く
、品
質
も
認
め
ら
れ
た
」

と
喜
ぶ
。
道
内
自
治
体
が
全
国

一
に
な
っ
た
の
は
初
め
て
の
「

快
挙
」
だ
。

　
道
内
で
は
こ
の
ほ
か
、
根
室

市
が
１
４
６
億
５
０
０
万
円
で

3
位
、
釧
路
管
内
白
糠
町
が

１
２
５
億
２
２
０
０
万
円
で
4

位
、
14
位
に
58
億
６
１
０
０
万

円
の
同
管
内
弟
子
屈
町
が
ラ
ン

ク
さ
れ
た
。

　
一
方
、
全
国
の
寄
付
総

額
も
過
去
最
高
を
更
新
し
、

８
３
０
２
億
４
０
０
０
万
円
に

上
っ
た
。
こ
れ
ま
で
最
高
の
20

年
度
か
ら
１
５
０
０
億
円
以
上

も
増
え
、
受
け
入
れ
件
数
も

４
４
４
７
万
３
０
０
０
件
と
過

去
最
高
だ
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
す

る
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
（
東
京
）

に
よ
る
と
、
巣
ご
も
り
消
費
に

加
え
、
制
度
の
浸
透
も
後
押
し

し
て
い
る
と
い
い
、
コ
メ
や
牛

乳
、
野
菜
な
ど
日
常
生
活
で
使

う
返
礼
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
倶
楽
部
も
制
度
発

足
当
初
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
、
協
力
を
呼
び
掛
け
て
き

た
。

２０２１年度

　
霧
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、

摩
周
湖
を
一
望
で
き
る
、
釧

路
管
内
弟
子
屈
町
の
摩
周
湖

第
一
展
望
台
が
７
月
末
、
新

装
開
業
し
た
＝
写
真
、
北
海

道
新
聞
社
提
供
。
１
階
休
憩

場
や
屋
上
テ
ラ
ス
が
一
新
さ

れ
、
神
秘
の
湖
と
そ
の
周
辺

の
景
観
の
魅
力
を
よ
り
一
層

引
き
出
し
て
い
る
。

　「
摩
周
湖
カ
ム
イ
テ
ラ
ス
」

と
名
付
け
ら
れ
、
１
階
休
憩

場
の
湖
側
の
窓
は
、
ガ
ラ
ス

を
三
つ
に
区
切
っ
て
い
た
窓

枠
が
な
く
な
り
、
１
枚
ガ
ラ

ス
に
。

　
屋
上
テ
ラ
ス
は
、
従
来
よ

り
前
方
に
50
㌢
せ
り
出
し
た

ほ
か
、
高
さ
も
1
㍍
か
さ
上

げ
さ
れ
、
湖
面
を
の
ぞ
き
込

め
る
よ
う
な
感
覚
が
味
わ
え

る
と
い
う
。

　
眼
前
に
広
が
る
雄
大
な
光

景
に
、
訪
れ
た
観
光
客
ら
は

「
霧
が
出
て
な
く
て
良
か
っ

た
。
こ
れ
ぞ
神
秘
の
湖
」
と

歓
声
を
上
げ
た
。

　
施
設
を
運
営
す
る
弟
子
屈

町
振
興
公
社
は
「
四
季
折
々

の
摩
周
湖
の
表
情
に
出
会
う

き
っ
か
け
の
場
に
な
れ
ば
」

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
第
7
波
入
り
し
、
感
染
拡

大
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、北
海
道
倶
楽
部
事
務
局（
千

代
田
区
永
田
町
）
は
基
本
的
に

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
続
け
て
お

り
、
事
務
局
員
が
い
な
い
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
事
務
局
パ
ソ
コ
ン

宛
て
に
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
交
流
の
夕
べ
は
、
東
京
都
の

指
導
で
参
加
者
を
会
員
ら
56
人

に
絞
っ
て
開
催
。
川
村
隆
会
長

は
「
倶
楽
部
の
役
目
は
北
海
道

の
支
援
と
道
内
出
身
者
の
親

睦
。
久
し
ぶ
り
に
対
面
開
催
が

実
現
し
う
れ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
こ
の
後
、
阿
部
さ
ん
が
「
投

資
と
北
海
道
」
と
題
し
講
演
。

米
国
滞
在
時
、
世
界
三
大
投
資

家
の
一
人
か
ら
資
金
の
運
用
を

任
さ
れ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
日
本
企
業
へ
の
注
文
、
北

海
道
へ
の
苦
言
な
ど
を
熱
い
思

い
を
込
め
て
語
っ
た
。

　
こ
の
中
で
阿
部
さ
ん
は
、
今

企
業
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
し

て
「
環
境
や
気
候
変
動
問
題
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
企
業
と

し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

が
重
要
だ
」
と
強
調
。
ま
た
、

投
資
に
つ
い
て
は
「
み
ん
な
が

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
し
っ
か
り
し
た
投
資
は

い
い
結
果
を
呼
ぶ
は
ず
だ
」
な

ど
と
力
を
込
め
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
札
幌
西
高
出

身
、北
海
道
へ
の
愛
着
は
強
い
。

道
内
の
現
状
を
「
低
迷
す
る
日

本
経
済
の
さ
ら
に
後
塵
を
は
い

し
て
い
る
。
公
共
事
業
の
比
率

が
大
き
く
、
民
間
投
資
が
極
め

て
少
な
い
。
も
う
一
度
み
ん
な

で
知
恵
を
出
さ
な
け
れ
ば
」
と

厳
し
く
注
文
し
た
。

　
会
員
ら
は
食
事
を
と
り
な
が

ら
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

　
講
演
後
は
、
会
員
ら
が

シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
。
新
型
コ

ロ
ナ
が
第
7
波
入
り
し
、
感
染

が
急
拡
大
す
る
中
、「
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い
る
」
な

ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
近
況
報
告
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
会

員
も
多
く
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
談

笑
の
輪
が
広
が
っ
た
。

摩
周
湖
テ
ラ
ス
一
新

神
秘
の
湖
の
魅
力
一
段
と

　
　
経
験
談
を
交
え
講
演
す
る
阿
部
さ
ん

交流の夕べであいさつす
る川村会長
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　種　　別　　　　　     　概　　要
（5）北方領土返還要
求中央アピール行進
　　　　　　　   参加
　　　　     12 月 1 日

２. キャンペーン
(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン

　根室管内 5 市町でつくる「北方領土
隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議
会」（北隣協）の主催。１９４５年に当
時の根室町長が領土返還を陳情したこと
にちなんだ「返還要求運動原点の日」の
12 月 1 日に、毎年開催しているが、新
型コロナウイルスの影響により 3 年ぶり
の開催となった。今回で 15 回目となっ
た。根室管内出身者をはじめ、各都道府
県の返還運動関係者ら約５００人が、日比谷から鍛冶橋まで約 1.6㎞をデモ行
進した。
　北海道倶楽部からも川村隆会長、本間副理事長、間瀬評議員会議長、惣田評
議員会副議長ら６ 人が参加した。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　地域振興等キャンペーンに資するため、平成 28 年 3 月号から北海道と協議
し 1 号あたり２ 自治体の紹介を掲載しているが、今年度は釧路総合振興局管
内、オホーツク総合振興局管内の合計２１市町村を順次掲載した。

２) 北海道 ”NOW" インフォメーションに掲載
　地域振興等キャンペーンに資す
るため、北海道等が主催・共催・
後援する事業を本年度は、下記の
広報記事を掲載し広報した。
・北方領土問題
・北海道・北東北の縄文遺跡群
・夕張市のふるさと納税
・村上理事長が顧問を務めるパシ
フィック・ミュージック・フェス
ティバル札幌公演
・「Kitappo」（北海道商工会議所連
合会）
・チャレンジフィールド北海道の
取り組みについて（ノーステック
財団）
・その他
３)「北海道の市と町と村をご紹介 Vol.4」WEB 版発行
　今年度の 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した釧路総合振興局・オホーツク総
合振興局エリア内の２１市町村を再録し、地域振興等キャンペーンに資するた

  2022 年 ( 令和４年）　１２月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７５号　（4）

２０２２年を振り返り、
この一年に広報面に掲載され

た記事をまとめました。

  2022 年 ( 令和４年）　１月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７６５号　（8）

２０２１年度に掲載された
広報をまとめました

  2021 年 ( 令和３年）　３月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７５５号　（1）   2021 年 ( 令和３年）　１月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７５４号　（8）
  2020 年 ( 令和 2 年）　１月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４３号　（8）

北海道 “NOW” informationHOKKAIDO CLUBECNIS 7291 KITAKARA HOKKAIDO CLUBECNIS 7291北海道 “NOW” informationHOKKAIDO CLUBECNIS 7291 KITAKARA HOKKAIDO CLUBECNIS 7291

  2020 年 ( 令和２年）　３月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４４号　（4）北海道 “NOW” informationKITAKARA北海道 “NOW” informationKITAKARA

北海道 “NOW” informationKITAKARA北海道 “NOW” informationKITAKARA

寄 附 の お 願 い公 益 社 団 法 人 北 海 道 倶 楽 部代表理事　会長　川村　隆　　

HOKKAIDO CLUB

ECNIS 7291

１．寄附募集先と寄附の目的　・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。　・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。２．寄附の種類　・今回は、別表の区分により寄附を募集します。いずれも、寄附は無償の行為で、その対価はあ　　りません。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。　・なお、お約束するわけではありませんが、広報紙” 北海道 NOW” を 1 年間送付するほか、寄附　　者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行　　っております。３．寄附以外でのご協力のお願い　・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、　　キャンペーンイベントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

寄附の種類 （A）一口 100 万円（B）一口   50 万円（C）一口   10 万円（D）一口　  1 万円（E）一口　  5 千円（F）一口　  3 千円

　　北海道倶楽部は平成 26 年 1 月から公益社団法人となり、本格的に公益事業を行うこととなりました。公益認定を受けた社団法人は、公益事業推進のため、広く寄附金を集めるため、各種の税制上の優遇措置が設けられています。このため公益社団法人北海道倶楽部は平成 26 年から毎年、公益事業のため広く寄附金を募っております。　また、平成 29 年 10 月 11 日に租税特別措置法施行令第 26 条の 28 の 2 第 1 項に規定する要件を満たすとして、内閣総理大臣より「税額控除に係わる証明書」を受けました。税制上の優遇措置として、所得控除制度に加え、税額控除制度が適用されます。 　北海道倶楽部の目的にご賛同いただき、皆様の、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

「寄附のご案内」は3月に郵送にて送らせて頂く予定です。

  2020 年 ( 令和 2 年）　４月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４５号　（4）北海道 “NOW” informationKITAKARA北海道 “NOW” informationKITAKARA

令和 2 年 3 月 11 日に令和元年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されております。当日議案の一部を抜粋しています。

令和元年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）

18

損益計算書（正味財産増減計算書） 科 目 当年度 前年度 増減I　資　産　の　部1．流　動　資　産現 金 ・ 預 金 5,506,083 6,963,893 △ 1,457,810貯 蔵 品 92,985 231,975 △ 138,990キ ャ ン ペ ー ン 品 842,748 597,861 244,887未 収 入 金 1,120 1,120 0仮 払 金 0 0 0流　動　資　産　合　計 6,442,936 7,794,849 △ 1,351,913２．固　定　資　産什 器 備 品 98,266 3,000 95,266電 話 加 入 権 1 1 0固　定　資　産　合　計 98,267 3,001 95,266資　　産　　合　　計 6,541,203 7,797,850 △ 1,256,647Ⅱ　負　債　の　部１．流　動　負　債未 払 金 59,838 65,888 △ 6,050仮 受 金 4,833 293,375 △ 288,542流 動 負 債 合 計 64,671 359,263 △ 294,592２．固　定　負　債退 職 給 与 引 当 金 961,000 886,000 75,000固 定 負 債 合 計 961,000 886,000 75,000負　　債　　合　　計 1,025,671 1,245,263 △ 219,592Ⅲ　正　味　財　産　の　部一般正味財産（正味財産期末残高） 5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055正　味　財　産　合　計 5,515,532 6,552,587 △ 1,037,055負債および正味財産合計 6,541,203 7,797,850 △ 1,256,647

貸　借　対　照　表（令和元年12月31日）                                 （単位円）貸借対照表 理 事 及 び 監 事の選任次期理事・監事（本総会決議事項）任期本総会終結後から、本総会終結後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定時会員総会の終結の時まで（令和４年 3 月までの予定）その他参考事項

理事及び監事選任（選任決議事項）その他 　現在の理事及び監事は本会員総会終了時に全員任期が終了となります。定款第 21 条第１項により、本会員総会の決議により選任すべき理事及び監事については、以下の候補者を理事及び監事に選任頂きますようにお願いします。（１）理事の候補者再任（重任）川村隆、大久保尚武、小池明夫、村上隆男、佐藤育男、鈴木秀一、本間修、松田昌士、岡村進（２）監事の候補者再任（重任）五十嵐紀男、鐵川照夫本総会終了後最初の理事会（書面）決議について　定款第２１条第２項に定める、理事の中より理事会の決議により定めることとされる、会長１名、副会長若干名、理事長１名、副理事長若干名及び常務理事１名は標記理事会で定める予定です。　なお、定款第２２条第５項の定めで、会長及び理事長は一般法人法第 91 条第 1 項第 1 号に定める代表理事、副会長、副理事長及び常務理事は同第 2 号に定める業務を執行する理事とされます。本会員総会終了時に全員任期が終了となる「評議員」及び「相談役ほか」の選任について・定款第２４条第２項により、正会員若しくは登録会員の中から理事会の推薦により、理事長が委嘱する５０名以内の「評議員」についても本総会後に開催される理事会で推薦される予定です。・定款 25 条に係る「名誉会長、相談役、顧問及び参与」も標記理事会で推薦される予定です。・定款第３９条第２項により、会員のうちから理事会が選任する「部会の構成員」は別途、本総会後に開催される理事会で決議が行われる予定です。

　種　　別　　　　　     　概　　要１月 2 ５日（金）１８時　ホテルニューオータニ「麗の間」会費 1万円約１２０名の参加で、キャンペーン「北方領土返還」「北海道新幹線早期実現」「地域振興・ふるさと納税」をテーマに新年交礼会を開催した。（次第、写真及び会報記事参照）

　当倶楽部も一員となっている大会実行委員会の主催により２月７日の北方領土の日に東京・千代田区の国立劇場で安倍総理を迎えて元島民代表や全国の返還要求運動団体代表者ら１8 ００人が参加して平成 31 年北方領土返還要求全国大会が開催され、倶楽部からも岡村進理事長、佐藤育男副理事長ら 15名が参加した。

　北海道倶楽部主催の「第２3 回交流の夕べ」が 8 月２日夜、東京・銀座で開かれた。（次第、写真参照）　交流の夕べは財政再生中の夕張市支援も目的。倶楽部会員、会員以外をあわせ約１００人が参加。開会挨拶では、村上隆男理事長が倶楽部の進めるキャンペーンの現状などを話した。①北海道新幹線早期実現推進「新幹線早期実現」バッジ　②北方領土返還運動推進「ブラウンリボン」「千島桜」バッジ③夕張支援などへの地域貢献　村上隆男理事長の開会の辞の後、国土交通省の倉内公嘉大臣官房審議官、

令和元年度事業報告 平成３１年１月１日から令和元年 12 月 31 日まで１. キャンペーン推進のための事業 平成３１年新年交礼会公益社団法人北海道倶楽部

キャンペーンWe Love Hokkaido

(1) 新年交礼会1 月２５日

(2) 平成 31 年北方領土返還要求全国大会参加2月 7日

(3) 交流の夕べ　　　　　８月２日

　種　　別　　　　　     　概　　要松浦豊北海道地域振興監が祝辞を述べた。続いて夕張市の大友秀樹理事が、引き続き倶楽部の協力を訴えた。懇親会では参加者らが交流。アトラクションではヴァイオリニストの清野百香さんが「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」などを演奏。抽選会も行われ、会場を盛り上げた。　道内の「秋の味覚」を満載した「第31回北海道フェア in代々木」（実行委主催、北海道倶楽部など後援）が、10月 3日から 6日まで東京・渋谷区の代々木公園で開かれた。最終日が雨で人出が少なかったため、４日間の来場者数は去年の 70％の約 33万 8500 人だった。　倶楽部はキャンペーンなどをＰＲするため、「北海道NOW」別冊を７万部作成し、新聞折込で近隣住民に配布した。今回の紙面は、倶楽部のキャンペーン、根室振興局、「ＮＰＯ法人住んでみたい北海道推進会議」をＰＲし、広報スペースとして国土交通省に「ウポポイ」を提供した。　倶楽部のブースでは、北方領土返還キャンペーン、北海道新幹線早期実現キャンペーンなどを行い、キャンペーンバッジやCDの販売、さらに日高産「日高昆布」の無料配布を行い、盛り上げた。また、今年も北海道北方領土対策本部が倶楽部のブース前に署名コーナーを設け、北方領土問題対策協会や内閣府北方対策本部から応援が来て、北方領土問題を多くの入場者にアピールし、多数の署名 ( 合計 851 筆 ) が寄せられた。　北海道倶楽部が取り組む「北方領土返還促進」などキャンペーンの推進を目的とした、「第 56 回交流イベント」が10 月２9 日夜、会員、会員以外も含め約３００人が参加して東京・港区の明治記念館で開かれた。　川村隆会長は開会の辞で、「北海道を元気づけるために倶

夕張市に支援を‼(4) 北海道フェアに出展　　10 月 3 日～ 6 日

(5）第 56 回交流イベント 10 月 29 日（旧道産子の会）

　種　　別　　　　　     　概　　要楽部も頑張りたい」と述べた。鈴木直道知事は「ほっかいどう応援団会議」に言及し、秋元克広札幌市長は冬季五輪実現の決意を表明した。今回も秋元札幌市長が理事長を務められているパシフィック・ミュージック・フェスティバル（PMF）の若手演奏家がイベント開始前と乾杯後のアトラクションで演奏し、参加者を魅了した。　懇親会では恒例の福引抽選会や参加者には帯広農業高校産のカボチャなどのお土産もあり、会場内にはビザなし交流で北方領土を訪れた会員が撮影した写真の展示コーナーもあり、イベントを盛り上げた。御協賛社は 61 社に上った。　根室管内 5 市町でつくる「北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議会」（北隣協）の主催。１９４５年に当時の根室町長が領土返還を陳情したことにちなんだ「返還要求運動原点の日」の 12 月 1 日に、毎年開催しており今回で 14 回目となった。今年の行動には、根室管内出身者をはじめ、各都道府県の返還運動関係者ら約５００人が参加した。参加者らは日比谷公園を出発し約 1.6㎞をデモ行進。北海道倶楽部からも本間修事務局長、小林巧評議員会議長ら 4 人も参加した。その後､ 京橋で開かれた内閣府主催の「根室地域魅力発信シンポジウム」にも出席した。　道などが主催する「令和元年度ふるさと北海道応援フォーラム」（倶楽部協賛）が 12 月 16 日、東京・飯田橋の「ホテルメトロポリタンエドモント」で開かれ、約２５０人の参加者が出席した。　鈴木直道道知事の主催者挨拶後､ 第１部のセミナーの企業経営者等の講演では、ダイヤモンドヘッド（株）の石田執行役員札幌本社統括部長の「北海道進出後の採用戦略と今後の展望」、（株）ジモティーの片山代表取締役の「北海道北見支社開設の目的と今後の展望」、ポートヘフナー（株）の道口執行役員の講演が行われた。その後､ 北見市と上士幌町､下川町が企業誘致の事例を発表。　第２部の交流会では川村会長が挨拶を行った。各自治体のブースでは特産品のＰＲが行われ、大いに盛り上がった。

(6）北方領土返還要求中央アピール行進　　　　　　　　参加　  　　　   12 月 1 日

(7) 令和元年度ふるさと北海道応援フォーラム 　　　　　　　  協賛                 12 月 16 日  !"#$%&’()*+,- !"#$%&’()*+,- !"# !"#)*+,-)*+,-#$%&!"#$%&$%&$%&&$%&%$%&%$%&%&$%&$%&$%&$%&$%&&$%&%&$%&$%&$%&$%&"!"#"!"#!!"#"!"#"!"# -* ,-’()* ,-’()*+,-’()*+,-’(’()*’()                               "#!"#!"#!"#!"#!"#!"#!"!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"##!"#!"#!"#!"#!"#!"#"!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"##!"#!"#!"#!"#!"#!"##!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#"!"#!"#!"#!"#!"#!"#"!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#"!"#!"#!"#!"#!"#!"##!"#!"#!"#!"#!"#!"##!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!!"#!"#!"#!"#!"#!"#!"#!"#!"# --* ,-* ,-* ,-* ,-* ,-* ,----,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-,*+,-*+,-*+,--*+,-*+,-*+,-)*+,’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-)’()*’()*’()**’()*+,-’()*+,-’()*+,-+*+,-*+,-*+,-,*+,-*+,-*+,-)’()*’()*’()*’()*’()*’()*)’()*’()*’()* ,*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-,*+,-*+,-*+,--------)’()*’()*’()*’()*’()*’()*)’()*’()*’()* -*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,--*+,-*+,-*+,-*’()*’()*’()*’()*’()*’()**’()*’()*’()*’()*’()*’()**’()*’()*’()* -*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-----*’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-’()*+,-*’()*+,-’()*+,-’()*+,-+*+,-*+,-*+,-+*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-+*+,-*+,-*+,-,*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-*+,-,*+,-*+,-*+,-)’()*’()*’()*’()*’()*’()*)’()*’()*’()*)’()*’()*’()*’()*’()*’()*)’()*’()*’()* ,*+,-*+,-*+,-’()*’()*’()*’()*’()*’()*’()*’()*’()*))*+,-*+,-*+,-*+,-

　種　　別　　　　　     　概　　要２. キャンペーン(1) ふるさと納税・地域振興等キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン

1) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介　平成 28 年 3 月号から北海道と協議し 1 号あたり 2 自治体の紹介を掲載しているが、今年度は空知管内、留萌管内を順次掲載した。2) 夕張市振興へ協力　8 月の交流の夕べで夕張振興を訴え、メロンの販売や夕張へのふるさと納税をお願いした。3) 10 月の代々木フェア配布の北海道 ”NOW" 別冊号で NPO 法人住んでみたい北海道推進会議と共に記事掲載など地域振興を目的とする広報活動を行った。4) 根室振興局管内（北方領土隣接地域）の振興に協力　10 月の交流イベントに北海道根室振興局がブースを設置、管内企業提供商品の試食会や、福引抽選会に地元の特産品を協賛するなど根室地域の振興の活動を行った。1) ブラウンリボンバッジについて　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要である。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動をキャンペーン事業 として推進するものである。　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1 月）配布バッジ数累計　42,872 個（無料分を含む）（うち本年度配布 1,975 個）収入総額 7,058,213 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）2) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募された。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの頒布を開始した。　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）配布バッジ数累計　3,022 個（無料分を含む）（うち本年度配布 137 個）収入総額 596,920 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）3)「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。（送料込み千円）　　累計 479 枚、本年度 0 枚（無料分を含む）　累計収入金額 383,600 円　本年度収入金額 0 円1) 北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッジを実費で頒布した。2) 趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場する　種　　別　　　　　     　概　　要北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進するものである。3) 早期実現「新幹線」バッジについて　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現のため、話題の「きっかけ」グッズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）配布バッジ数累計 3,443 個（無料分を含む）（うち本年度配布 15 個）累計収入総額 579,658 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）倶楽部会員の佐野勝宣さんが、7 月 5 日から 8日にかけて独立行政法人「北方領土問題対策協会」主催の「ビザなし交流」に参加、北方領土の色丹、択捉両島を訪問した。現地では水産加工場建設現場視察や日本人墓地墓参・清掃作業にも携わった。日本文化や料理を住民に紹介したり、各家庭に訪問するなど住民とも交流した。　会報に訪問記を掲載し広報し、また貴重な北方領土の写真は、交流イベントで展示した。　北海道倶楽部主催の講演会が 11 月 19日、東京・千代田区の「アイオス永田町」で会員外を含め約 50 人の聴衆を集めて開かれ、鈴木直道北海道知事が「挑戦の大地・北海道」と題して講演した。川村会長の開会の挨拶の後、就任以来の取り組みと成果、今後の政策展開、2030 年に向けたロードマップを熱く語った。　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。第７３２号から第７４２号まで発行（毎月 1 日、ただし 2 月 1 日号は休刊）会員以外への会報の配布も積極的におこなった。( ふるさと会、北海道情報ラックなど）　広報紙「北海道 ”NOW”」（別冊）の発行配布は公益事業として、会員外の読者層を狙った記事を集め、配布対象を広げ配布することを目指すものである。

3. キャンペーン推進のための調査研究事業(1) ビザなし交流(2) 特別講演会

4.キャンペーン推進のためのメディア事業(1) 北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布(2)「北海道 ”NOW”」増刊（別冊）（カラー

  　2020 年 ( 令和２年）　５月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４６号　（4）   　2020 年 ( 令和 2 年）　6 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７４７号　（4）
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　            新型コロナウイルスの感染拡大により影響を受けられた皆様にお見舞い申し上げます。　            また、感染拡大防止にご尽力いただいている医療関係者の皆様に心から感謝申し上げます。　去る 4 月 3 日、PMF2020 の開催中止を決定いたしましたが、この度の新型コロナウイルスの感染拡大は日本国内、世界各国の様々な人々、産業、社会構造そのものに大きな影響を与えております。　そのような中、非常に多くの皆様から PMF の今後についてご心配や励ましの声をいただき、職員一同、感謝の念に堪えません。　現在 PMF では、音楽祭中止に伴う種々の業務を行っておりますが、並行して来年の再開に向けて、コロナウイルスの収束動向を想定したシミュレーションを描きながら、準備を進めております。　PMF の事業は、若手音楽家（アカデミー生）の教育、演奏会の開催、音楽普及の３つの柱で行ってきておりますが、来年以降もこの事業構成と事業規模はぜひとも維持をして北海道の夏を彩る PMF を継続していきたいと考えております。　そこでこの度、新たにインターネットを通じた寄付を募集することといたしました。　今回いただきましたご寄付は、コロナウイルスの収束状況を注視しながら、今年度に実施を予定している PMF の事業及び PMF2021 に向けた準備のための資金として、大切に使用させていただきます。　来年の夏、PMF が再び世界各国から若手音楽家（アカデミー生）を迎え、多くの皆様に素晴らしい音楽をお届けできますよう、皆様のご支援を心からお願いいたします。

2021 年夏の PMF 再開に向けたご寄付のお願い

なお、公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会へのご寄付は、税控除の対象となり、税制上の優遇措置を受けることができます。確定申告に必要な「寄付金受領証明書」を発行・送付いたします。

とは　パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌（PMF）は、1990 年、『ウエストサイド・ストーリー』の作曲者として知られる世界的な指揮者、レナード・バーンスタイン（1918 ～ 90）が、ロンドン交響楽団とともに札幌で創設した国際教育音楽祭です。これまで約 30 年にわたり、世界 77 ヵ国・地域に延べ 3,600 人以上の優秀な音楽家を輩出し、未来のクラシック音楽シーンを担う人材の育成に貢献しています。

Pacific Music Festival （PMF） 

寄付フォーム

こちらから直接お申し込みいただけます。

https://www.pmf.or.jp（Top Page）

https://s2.g-sb.net/pmf/new/

公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会

https://www.pmf.or.jp/jp/support/

TEL・FAX

ホームページ

〒 060-0052 札幌市中央区南 2 条東 1 丁目 1-14  住友生命札幌中央ビル 1 階

メ ー ル webmaster@pmf.jp（全般）各種お問い合わせは以下でご確認ください。https://www.pmf.or.jp/jp/information/contact.html

写真提供：（公財）PMF 組織委員会 写真提供：（公財）PMF 組織委員会

写真提供：（公財）PMF 組織委員会

TEL. 011-242-2211（平日 9:00 ～ 17:30）FAX. 011-242-1687

←こちらから WEB にアクセスして　ください。
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令和 2年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）

１．寄附募集先と寄附の目的
　・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。　どなたでもご寄附いただけます。
　・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。
２．寄附の種類
　・別表の区分により寄附を募集します。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
　 ・ なお、ご寄附を頂いた場合、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付（倶楽部会員ではない方）するほか、
　　寄附者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い
　・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、
　　キャンペーンイベントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

寄附の種類 
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　  1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円
　任意の金額も可

令和 3 年 3 月 9 日に令和 2 年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されて
おります。当日議案の一部を抜粋しています。

令和 3年度寄附のお願いについて
公益事業への皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

科 目 当年度 前年度 増減I　資　産　の　部1．流　動　資　産現 金 ・ 預 金 5,757,838 5,506,083 251,755貯 蔵 品 55,778 92,985 △ 37,207 バッジ対価の使用待ち切手等

キ ャ ン ペ ー ン 品 778,511 842,748 △ 64,237 キャンペーン用バッジ等の在庫を計上未 収 入 金 325,000 1,120 323,880仮 払 金 0 0 0流　動　資　産　合　計 6,917,127 6,442,936 474,191２．固　定　資　産什 器 備 品 50,633 98,266 △ 47,633 プリンター簿価ほか電 話 加 入 権 1 1 0 備忘価額固　定　資　産　合　計 50,634 98,267 △ 47,633資　　産　　合　　計 6,967,761 6,541,203 426,558Ⅱ　負　債　の　部１．流　動　負　債未 払 金 45,185 59,838 △ 14,653 後納郵便代仮 受 金 315,056 4,833 310,223 雇用保険料預かり流 動 負 債 合 計 360,241 64,671 295,570２．固　定　負　債退 職 給 与 引 当 金 1,036,000 961,000 75,000 従業員退職引当（1人分）固 定 負 債 合 計 1,036,000 961,000 75,000負　　債　　合　　計 1,396,241 1,025,671 370,570Ⅲ　正　味　財　産　の　部一般正味財産（正味財産期末残高） 5,571,520 5,515,532 55,988正　味　財　産　合　計 5,571,520 5,515,532 55,988負債および正味財産合計 6,967,761 6,541,203 426,558

貸　借　対　照　表（令和2年12月31日）                                 （単位円）

◎　付属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

貸借対照表　種　　別　　　　　     　概　　要WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセスでき、様々な読者層にアピールすることができる。

１)「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行　　北海道 ”NOW” 第７５３号別冊として、１年間に掲載した留萌振興局・上川総合振興局管内の２２市町村の紹介を 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に掲載した。（２. キャンペーン　(1) ふるさと納税・地域振興等キャンペーンの欄参照）

２)WEB 別冊号の発行　　北海道 ”NOW” 第７５０号 WEB 別冊として、故松田昌士元会長の追悼記事を倶楽部の HP に掲載した。

　１８カ所（レストラン、店舗等）設置北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付

倶楽部の対外的広報のため、内容の更新に務めた。イベント等の参加申込、終了報告、イベント中止の報告、リモートワークでの事務局体制の通知、その他報告事項など更新を行った。

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」　村上理事長が顧問に就任。2) 北海道が推進する「北海道・ロシア地域間協力チーム」に参加（情報収集）3) ほっかいどう応援団会議参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

(2) 北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の別冊をWEB 版として HP に掲載

(3) 北海道情報ラック設置

(4) 倶楽部ホームページ対応

５. 協賛・後援名義の付与ほか

We Love  Hokkaido北海道 “NOW”北 海 道 情 報 紙松田名誉会長、社会奉仕活動にも全力１．日本ユネスコ協会連盟の活動

損益計算書（正味財産増減計算書）

（単位円）科　　　　目 場所・物量等 使用目的等 当年度 前年度 増減（流　動　資　産）現 金 ・ 預 金 運転資金として 5,757,838 5,506,083 251,755現金 現金手元有高 0 0 0預金 普通預金　 みずほ銀行町村会館出張所１ 3,725,367 1,500,048 2,225,319預金 普通預金　 北洋銀行東京支店　 784,805 2,940,760 △ 2,155,955預金 普通預金　 北海道銀行東京支店 448,998 449,534 △ 536預金 定期預金　 北洋銀行東京支店　 200,000 200,000 0預金 定期預金　 北海道銀行東京支店 100,000 100,000 0貯金 郵便振替預金 498,668 315,741 182,927貯 蔵 品 計 在庫として 55,778 92,985 △ 37,207切手 事務所保管 37,704 86,843 △ 49,139 バッジ対価の使用待ち切手はがき　返信先印刷済 事務所保管 0 0 0はがき 事務所保管 14,364 372 13,992レターパック 事務所保管 3,710 5,770 △ 2,060 バッジほか送付用収入印紙 事務所保管 0 0 0キャンペーン品計 在庫として 778,511 842,748 △ 64,237 キャンペーン用バッジ等の在庫ブラウンリボンバッジ 事務所保管 327,758 376,638 △ 48,880千島桜バッジ 事務所保管 66,298 80,648 △ 14,350CD 事務所保管 87,040 87,720 △ 680新幹線バッジ 事務所保管 297,415 297,742 △ 327未 収 入 金 325,000 1,120 323,880 会員名簿ほか未収入分仮 払 金 0 0 0流　動　資　産　合　計 6,917,127 6,442,936 474,191（固　定　資　産）什 器 備 品 計 3,000 3,000 0絵画　西村計雄　「ハイデルベルヒ’６３」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0絵画　西村貴久子「流氷」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0絵画　岩船修三「白鳥」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0電 話 加 入 権 備忘価額 1 1 0 備忘価額備 品 プリンター 47,633 95,266 △ 47,633 一括償却資産固　定　資　産　合　計 50,634 98,267 △ 47,633資　　産　　合　　計 6,967,761 6,541,203 426,558（流　動　負　債）未 払 金 45,185 59,838 △ 14,653 後納郵便代ほか仮 受 金 計 315,056 4,833 310,223内　雇用保険 2,146 4,833 △ 2,687流 動 負 債 合 計 360,241 64,671 295,570（固　定　負　債）退 職 給 与 引 当 金 従業員退職引当 1,036,000 961,000 75,000固 定 負 債 合 計 1,036,000 961,000 75,000負　　債　　合　　計 1,396,241 1,025,671 370,570正　味　財　産　合　計 5,571,520 5,515,532 55,988負債および正味財産合計 6,967,761 6,541,203 426,558◎　付属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

財　産　目　録（令和２年12月31日現在）

財産目録

　種　　別　　　　　     　概　　要１月 2 ４日（金）１８時　ホテルニューオータニ「麗の間」会費 1 万円倶楽部会員や国土交通省、道の関係者ら約１００名の参加で、キャンペーン「北方領土返還」「北海道新幹線早期実現」「地域振興・ふるさと納税」をテーマに新年交礼会を開催した。　川村隆会長は「今年も目に見える形で北海道を応援していきたい」と挨拶し、倶楽部が取り組むキャンペーンを着実に進める考えを強調した。　来賓の国土交通省の倉内公嘉大臣官房審議官は、今年オープンするウポポイについてアピールし、浦本元人北海道副知事は「ほっかいどう応援団会議に北海道倶楽部が加入してくれたことに感謝している」と述べた。（次第、写真及び会報記事参照）

 　大会実行委員会の構成団体でもある当倶楽部は、２月７日の北方領土の日に東京・千代田区の国立劇場で行われた「令和 2 年北方領土返還要求全国大会」に参加した。安倍首相、茂木敏充外相ら政府関係者、元島民代表や全国の返還要求運動団体代表者ら約１8 ００人が参加し、倶楽部からも佐藤育男副理事長ら会員１４人が参加した。安倍首相をはじめ「ブラウンリボンバッジ」の着用が目に付いた。

令和２年度事業報告 令和２年１月１日から令和２年 12 月 31 日まで

１. キャンペーン推進のための事業

北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現令和２年１月２４（金）午後 6 時～８時　会場　ホテルニューオータニ　「麗の間」

「ちぎれ千島に雲が飛ぶ（森繁久弥）」の後１．開会の辞 ～キャンペーンについて 　　北海道倶楽部会長 川村　隆               2．   来賓祝辞　　国土交通省 大臣官房審議官     倉内　公嘉   様　　北海道　副知事　　　　       浦本    元人 様           3．来賓ほかのご紹介（敬称略） 4．乾杯  （会長）           川村　隆     （理事長）      村上  隆男 （発声）　 （副理事長）  鈴木  秀一 　 本間   修　     （監事）　      五十嵐  紀男     （理事  名誉会長）  松田　昌士　 　 （理事  相談役）      岡村　進 5．懇談  ６：３０　積極的な交流（名刺交換など）を願います。 6．中締め 8 時　   間瀬　雅晴（評議員会議長）　　　

３．来賓ほかのご紹介（敬称略）その場でお声を挙げて下さい。政党・国会議員（および事務所の代理の方）参議院議員 鈴木　宗男参議院議員 竹谷　とし子国土交通省大臣官房審議官 倉内　公嘉 北海道   北海道 副知事   浦本　元人北海道 東京事務所長           森　隆司帯広市 東京事務所長     井上　猛釧路市 東京事務所長     太田　泰晶札幌市 東京事務所長     諏佐　寿彦

  令和２年新年交礼会公益社団法人北海道倶楽部

千島桜キャンペーンWe Love Hokkaido

北海道新幹線早期実現 ブラウンリボンバッジ北方領土返還 シンボルバッジ北方領土返還シ北

地 域 活 性 化 地域活性化       ふるさと納税ふふふふふふふふふふふふふふふふふ

（1）新年交礼会1 月２４日

（2）令和２年北方領土返還要求全国大会参加2 月 7 日

　種　　別　　　　　     　概　　要する「おうちで応援！かって北海道」十勝総合振興局の「十勝産品のインターネット特設サイト開設」・地域医療を守るため支援を呼びかける「エールを北の医療へ！」・村上理事長が顧問を務めている PMF 組織委員会より「2021 年夏の PMF 再開に向けたご寄付のお願い」・北方領土対策本部が行っている「北方領土問題への北海道の取組について」・根室振興局が取り組んだ事業より「北方領土遺産をご紹介します！」

１) ブラウンリボンバッジについて　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要である。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動をキャンペーン事業 として推進するものである。　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1 月）配布バッジ数累計　43,483 個（無料分を含む）（うち本年度配布 611 個）収入総額 7,167,213 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）

2) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募された。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの頒布を開始した。　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）配布バッジ数累計　3,181 個（無料分を含む）（うち本年度配布 159 個）収入総額 632,420 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）

3)「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。（送料込み千円）　　累計 481 枚、本年度 2 枚（無料分を含む）　累計収入金額 385,600 円　本年度収入金額 2,000 円

1) 北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッジを実費で頒布した。2) 趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場する

(2) 北方領土返還推進「ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン

　種　　別　　　　　     　概　　要

３. キャンペーン推進のための調査研究事業1) 特別講演会

4.キャンペーン推進のためのメディア事業(1) 北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布

北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進するものである。3) 早期実現2 2 2 2 「新幹線」バッジについて　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現2 2 2 2 のため、話題の「きっかけ」グッズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）配布バッジ数累計 3,446 個（無料分を含む）（うち本年度配布 3 個）累計収入総額 580,358 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）

　北海道倶楽部主催の講演会は、新型コロナウイルス感染防止のため、10 月 15 日に初めて WEB（オンライン）で開催した。　演題は「公益社団法人北海道倶楽部の公益事業と故松田昌士前会長」で、５月に逝去された松田前会長の社会奉仕、公益活動への功績などを振り返った。小林巧評議員会副議長の司会で間瀬雅晴評議員会議長、本間修副理事長、岡村進理事相談役（ビデオメッセージ）を講師に迎え、シンポジウム形式にて行った。　Microsoft Teams の会議を使った WEB会議方式により行い、参加者は広く一般を対象とし、会報と倶楽部 HP で告知をし、参加費は無料とした。

　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。第７４３号から第７５３号まで発行（毎月 1 日、ただし 2 月 1 日号は休刊）会員以外への会報の配布も積極的におこなった。( ふるさと会、北海道情報ラックなど）
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　種　　別　　　　　     　概　　要【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】　例年 8 月 4 日前後に開催している夏のキャンペーンイベントは新型コロナウイルスの影響の為に中止とした。

【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】　10 月 27 日に明治記念館で仮予約していた交流イベントは新型コロナウイルスの影響の為に中止とした。

【新型コロナウイルス感染の影響により中止になった】　毎年 12 月 1 日に行われ倶楽部も参加していた北方領土返還要求中央アピール行動「アピール行進」は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止となった。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介　平成 28 年 3 月号から北海道と協議し 1 号あたり 2 自治体の紹介を掲載しているが、今年度は留萌振興局管内、上川総合振興局管内を順次掲載した。

２)「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行　　今年度の 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した留萌振興局・上川総合振興局管内の２２市町村を再録し、小冊子 WEB 版（９２頁）として 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に掲載した。WEB ならではの便利な機能（しおり、リンク）も付加した。

３) 北海道 ”NOW" に北海道等が主催・共催・後援する事業を掲載　本年度は、北海道白老町にウポポイ（民族共生象徴空間）がオープンしたこともあり、北海道 ”NOW" の information欄にウポポイの広報を計４回にわたって掲載した。　その他、下記の記事を掲載し広報した。・北海道の恐竜・化石を展示する博物館を紹介するための「ほっかいどう恐竜・化石マップ制作プロジェクト」・新型コロナウイルスで大きな影響を受けた道内企業を応援

（3）交流の夕べ　　　　　８月４日

（4）第 57 回交流イベント　　　　10 月 27 日　　　（旧道産子の会）

（5）北方領土返還要求中央アピール行進　　　　 12 月 1 日

２. キャンペーン(1) ふるさと納税・地域振興等キャンペーン

●　寄附応募のご連絡の方法
・ 倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 寄付 / 寄付のお願い .html）　に申込書がございますので、
　そちらにご入力のうえ、倶楽部にメールか FAX でご連絡をお願いします。

・ホームページからではなく、倶楽部より寄附申込関係書類の送付をご希望の方はお名前と送付先のご住所、メールア
　ドレス、FAX 番号をご記載のうえメールか FAX にてお知らせください。

　　※「寄附応募のご連絡」はメール（hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp）か FAX（03-3581-4022）でお願いします。
　　※振込用紙、お振込依頼書が必要なく、直接ご入金なさる場合はご入金の際の振込人名、寄附金額、振込日、ご住
　　　所、連絡先電話番号もしくはメールアドレスをご記載のうえ、倶楽部までご連絡をお願いします。（個人でのご
　　　寄附の場合、受領証明書の発行の際にご住所が必要となりますので、必ずご記載ください。）
●　北海道倶楽部会員の皆様には 3 月中旬に「寄附のお願い」を既に郵送しております。ご確認をお願いします。
　　もしお手元に届いていない場合は事務局までメールか FAX でご連絡ください。

昨年の新型コロナウイルス感染拡大の影響により寄附総額が大きく減少しました。 例年並みの寄附総額確保を目指しています。

会社（維持会員）でご寄附頂いた場合でも別途個人でのご寄附が可能です。また年度内の再度のご寄附も大歓迎です。

【50万円】

川村
隆

【10万円】

本間
修

【5万円】

日本甜菜製糖株式会社

株式会社北洋銀行

【3万円】

香西
慧

間瀬
雅晴

本多
一夫

岩倉建設株式会社

栗林商船株式会社

株式会社日本ハウス

ホールディングス

北海道糖業株式会社

【2万円】

小池
明夫

【1万円】

上野
徹

笠原
康人

鈴木
宗男

平澤
民義

南木
武輝

宮原
正宏

山崎
一夫

岩田地崎建設株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社田中組

十勝毎日新聞社

中沢乳業株式会社

ナカ工業株式会社

北海道フードフロン

ティア株式会社

丸彦渡辺建設株式会社   

【5千円】

大場
守

土屋
俊亮

立野
嘉之

株式会社マツオ

【3千円】

北海道テレビ放送株式会

社                             

　　

HOKKAIDO CLUB

ECNIS 7291

今月の寄附額 1,103,000 円　寄附総額 (3/22 現在）1,103,000 円　目標（予算）　2,748,000 円

ご
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附
、
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と
う
ご
ざ
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す

(

敬称省略・寄付額は応募額を含む)

  2021 年 ( 令和３年）　７月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７５９号　（4）   2021 年 ( 令和３年）　10 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６２号　（4）( 和 30 年

  2021 年 ( 令和３年）　５月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７５７号　（4）

  2021 年 ( 令和 3 年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７６１号　（4）2021 年 ( 令和 3 年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年( 年 5 月 30 日（第３種郵便物許可）　第７６１号 （4）30 年

史跡　大船遺跡

特別史跡　三内丸山遺跡

史跡　御所野遺跡

特別史跡　大湯環状列石

  2021 年 ( 令和３年）　11 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６３号　（4）

  2021 年 ( 令和３年）　6 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７５８号　（4）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/tot/ops/ht/hokkaido.htm

  2021 年 ( 令和３年）　12 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６４号　（4）2021 年 ( 令和３年）　12 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年年 月 日（第 種郵便物認可） 第 号 （ ）年

3 月号　　内閣府

1 月号　　北海道倶楽部　 ４月号　　北海道倶楽部　

11 月号　　　ノーステック財団

5 月号　パシフィック・ミュージック・フェスティバル札幌

9 月号　　北海道　縄文世界遺産推進室

7 月号　　夕張市

1 月号、４月号は北海道倶楽部からのお知らせ。3 月号はコ
ロナでの開業延期からやっとオープンになった「ウポポイ」。
5 月号は昨年公演中止になったパシフィック・ミュージック・
フェスティバルから嬉しい公演開催のお知らせ。

交流の夕べは昨年も中止でし
たが、会報で夕張市を広報し
ました。

北海道東京事務所からのお願いは 6 月号に。
北海道倶楽部のキャンペーンの一つ、北方領土返還運動に関す
る広報は昨年は 10 月号に掲載となりました。

6 月号　　北海道東京事務所 １２月号　　　内閣府10 月号　北海道総務部北方領土対策本部

初めての掲載。様々な新しい取り組み
をこれからも応援していきます。

長年の活動が実り、7 月に世界遺産登
録となりました。北海道倶楽部も登録
推進の決起大会に参加してきました。

会報「北海道 NOW」では広報面を設けています。（1 月号、4 月号、8 月号は倶楽部広報の場合有り）

２０２２年も広報活動に力を入れてまいります。皆様のご協力をお願い致します。

年の締めくくりも「ウポポ
イ」。3 月号とどこが違うか
わかるでしょうか？

  2022 年 ( 令和４年）　３月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６６号　（1）2022 年 ( 令和４年）　３月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６６号　（1）0 年

  2022 年 ( 令和４年）　４月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６７号　（4）

令和 3年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）

１．寄附募集先と寄附の目的
　・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。　どなたでもご寄附いただけます。
　・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。
２．寄附の種類
　・別表の区分により寄附を募集します。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
　 ・ なお、ご寄附を頂いた場合、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付（倶楽部会員ではない方）するほか、
　　寄附者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い
　・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、
　　キャンペーンイベントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

寄附の種類 
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　  1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円
　任意の金額も可

令和 4 年 3 月 9 日に令和 3 年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されて
おります。当日議案の一部を抜粋しています。

令和 4年度寄附のお願いについて
公益事業への皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。
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科 目 当年度 前年度 増減
I　資　産　の　部
1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 5,884,937 5,757,838 127,099

貯 蔵 品 37,697 55,778 △18,081 バッジ対価の使用待ち
切手等

キ ャ ン ペ ー ン 品 747,635 778,511 △30,876 キャンペーン用バッジ
等の在庫を計上

未 収 入 金 0 325,000 △325,000

流　動　資　産　合　計 6,670,269 6,917,127 △246,858
２．固　定　資　産

什 器 備 品 3,000 50,633 △47,633 絵画

電 話 加 入 権 1 1 0 備忘価額

固　定　資　産　合　計 3,001 50,634 △47,633
資　　産　　合　　計 6,673,270 6,967,761 △294,491
Ⅱ　負　債　の　部
１．流　動　負　債

未 払 金 58,493 45,185 13,308 後納郵便代

仮 受 金 3,012 315,056 △312,044 雇用保険料預かり

流 動 負 債 合 計 61,505 360,241 △298,736
２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 1,111,000 1,036,000 75,000 従業員退職引当（1人
分）

固 定 負 債 合 計 1,111,000 1,036,000 75,000
負　　債　　合　　計 1,172,505 1,396,241 △223,736
Ⅲ　正　味　財　産　の　部

一般正味財産
（正味財産期末残高）

5,500,765 5,571,520 △70,755

正　味　財　産　合　計 5,500,765 5,571,520 △70,755
負債および正味財産合計 6,673,270 6,967,761 △294,491

貸　借　対　照　表
（令和3年12月31日）                                 （単位円）

◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

貸借対照表
　種　　別　　　　　     　概　　要

の特設 HP を作成、運用している。( 下図　「特設ページの　イメージ」参照 )

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」
　村上理事長が顧問に就任中。
2) 北海道が推進する「北海道・ロシア地域間協力チーム」に参加中。（情報収集）
3) ほっかいどう応援団会議参加中。                                          　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　                                                                  　　以上

５. 協 賛・ 後 援 名 義
の付与など

（１）経常収益     [収入]

受取会費

　　（入会金）

（正会員会費収入）

（維持会員会費収入）

事業収入

　（広告収入）

（交流、キャンペーン等収入）

受取寄付金（寄附·協賛金）

受取利息

雑収入

（２）経常費用[事業費·管理費]

給料手当

法定福利費

退職給付繰入額

外注費

荷造運賃

会議費

旅費交通費

通信費

会合費

消耗品費

新聞図書費

賃借料

雑費

 一般正味財産増減の部

経常増減の部

経
常
収
益
︵
収
入

︶

一般正味財産期末残高

正味財産期末残高

※一般正味財産期首残高

損益計算書（正味財産増減計算書）

（単位円）
科　　　　目 場所・物量等 使用目的等 当年度 前年度 増減

（流　動　資　産）
現 金 ・ 預 金 運転資金として 5,884,937 5,757,838 127,099

現金 現金手元有高 0 0 0

預金 普通預金　 みずほ銀行町村会館出張所１ 466,831 3,725,367 △3,258,536

預金 普通預金　 北洋銀行東京支店　 4,649,496 784,805 3,864,691

預金 普通預金　 北海道銀行東京支店 448,462 448,998 △536

預金 定期預金　 北洋銀行東京支店　 200,000 200,000 0

預金 定期預金　 北海道銀行東京支店 100,000 100,000 0

貯金 郵便振替預金 20,148 498,668 △478,520

貯 蔵 品 計 在庫として 37,697 55,778 △18,081

切手 事務所保管 24,833 37,704 △12,871
バッジ対価の使用
待ち切手

はがき 事務所保管 11,214 14,364 △3,150

レターパック 事務所保管 1,650 3,710 △2,060 バッジほか送付用

キャンペーン品計 在庫として 747,635 778,511 △30,876
キャンペーン用
バッジ等の在庫

ブラウンリボンバッジ 事務所保管 303,038 327,758 △24,720

千島桜バッジ 事務所保管 60,142 66,298 △6,156

CD 事務所保管 87,040 87,040 0

新幹線バッジ 事務所保管 297,415 297,415 0

未 収 入 金 0 325,000 △325,000
会員名簿ほか未収
入分

流　動　資　産　合　計 6,670,269 6,917,127 △246,858
（固　定　資　産）

什 器 備 品 計 3,000 3,000 0
絵画　西村計雄　「ハイデルベルヒ’６３」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

絵画　西村貴久子「流氷」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0
絵画　岩船修三「白鳥」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

電 話 加 入 権 備忘価額 1 1 0 備忘価額

備 品 プリンター 0 47,633 △47,633 一括償却資産

固　定　資　産　合　計 3,001 50,634 △47,633
資　　産　　合　　計 6,673,270 6,967,761 △294,491
（流　動　負　債）

未 払 金 58,493 45,185 13,308 後納郵便代ほか

仮 受 金 計 3,012 315,056 △312,044
内　雇用保険 3,012 2,146 866

流 動 負 債 合 計 61,505 360,241 △298,736
（固　定　負　債）

退 職 給 付 引 当 金 従業員退職引当 1,111,000 1,036,000 75,000
固 定 負 債 合 計 1,111,000 1,036,000 75,000

負　　債　　合　　計 1,172,505 1,396,241 △223,736
正　味　財　産　合　計 5,500,765 5,571,520 △70,755
負債および正味財産合計 6,673,270 6,967,761 △294,491
◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

財　産　目　録

（令和3年12月31日現在）

財産目録
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【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　例年 1 月にホテルニューオータニで開催していた新年交礼会は新型コロナ
ウイルスの影響の為に中止とした。

 　「北方領土の日」の２
月７日、北方領土返還要
求全国大会が新型コロ
ナウイルス感染防止のた
め、今年は無観客となり
大会の模様はオンライン
で配信された。大会にビ
デオメッセージを寄せた
菅義偉首相は倶楽部頒布
のブラウンリボンバッジ
を付け登場「これまでの
諸合意を踏まえ、着実に
北方四島の返還交渉を進
める」と表明した。
北海道倶楽部も構成団体
に名を連ねる実行委の主
催。　

【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　例年 8 月 4 日前後に開催している夏のキャンペーンイベントは新型コロナ
ウイルスの影響の為に中止とした。

【新型コロナウイルス感染の影響により中止とした】
　10 月 26 日に明治記念館で仮予約していた交流イベントは新型コロナウイ
ルスの影響の為に中止とした。

【新型コロナウイルス感染の影響により中止になった】
　毎年 12 月 1 日に行われ倶楽部も参加していた北方領土返還要求中央アピー
ル行動「アピール行進」は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止
となった。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　地域振興等キャンペーンに資するため、平成 28 年 3 月号から北海道と協議
し 1 号あたり 2 自治体の紹介を掲載しているが、今年度は上川総合振興局管内、
十勝総合振興局管内の合計 22 市町村を順次掲載した。

令和３年度事業報告
令和３年１月１日から令和３年 12 月 31 日まで

１. キャンペーン推進の
ための事業

（1）新年交礼会
　　　　　　１月中止

（2） 令 和 3 年 北 方 領
土返還要求全国大会
オンライン参加
　　　　　　2 月 7 日

（3）交流の夕べ
　　　　８月４日中止

（4）交流イベント
　　  10 月 26 日中止
　　　（旧道産子の会）

（5）北方領土返還要
求中央アピール行進
　　　12 月 1 日中止

２. キャンペーン
(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン

領土返還全国大会無観客で
ネットで全国へ配信
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１) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1
月）
配布バッジ数累計　43,792 個（無料分を含む）（うち本年度配布 309 個）
収入総額 7,210,963 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）

2) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　3,257 個（無料分を含む）（うち本年度配布 76 個）
収入総額 651,420 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）

3)「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 481 枚、本年度 0 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 387,600 円　本年度収入金額 0 円

1) 北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布した。
2) 趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場する
北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするために、
話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進する
ものである。
3) 早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現

2 2 2 2

のため、話題の「きっかけ」グッ
ズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。

(2) 北 方 領 土 返 還 推
進　「ブラウンリボン
バッジ」「千島桜バッ
ジ」キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン
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３. キャンペーン推進
のための調査研究事業
　特別講演会

4. キャンペーン推進の
ためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

(2)「北海道の市と町
と村をご紹介」

(3) 北海道情報ラック
設置

(4) 倶楽部ホームペー
ジ対応

バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）
配布バッジ数累計  3,446 個（無料分を含む）（うち本年度配布 0 個）
累計収入総額 580,358 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）

「新型コロナウイルスと公益社団法人」と題してコロナ後の北海道倶楽部の公
益事業について倶楽部役員が懇談会形式で発言し、ビデオ化し公開した。
・進行
①　司会　間瀬評議員会議長　
②　ＷＥＢ対応：事務局　
③　懇談会資料説明：事務局
④　参加者全員から意見
⑤　参加者相互の意見交換

北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布
　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７５４号から第７６４号まで１２００部印刷し発行（毎月 1 日、ただし 2
月 1 日号は休刊）
会員以外への配布もおこなった。( 北海道情報ラック）HP にも掲載している。
WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセス
でき、様々な読者層にアピールすることができる。

前掲２.(1)-3）の通り WEB 版発行。

１１カ所（レストラン、店舗等）設置（コロナウイルスの影響で閉店したとこ
ろなど今年度８箇所少なくなった。）
北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付し、無償配布。

1）倶楽部の公益事業の対外的広報のため、内容の更新に務めた。
イベント等の参加申込、終了報告、イベント中止の報告、リモートワークでの
事務局体制の通知、その他報告事項など更新を行った。

2）倶楽部 HP に中止となった各種イベントの代替として「特設ページ」を開
設
新型コロナウイルスのため例年対面で開催していた新年交礼会、交流の夕べ、
交流イベントなどを中止した。これらの中止した事業を補完し、また対面型事
業の再開に向けた準備のため評議員会、理事会の決定によりコロナ終息までこ
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2) 北海道 ”NOW" インフォメーションに掲載

　地域振興等キャンペーンに資するた
め、北海道等が主催・共催・後援する
事業を本年度は、下記の広報記事を掲
載し広報した。
・世界遺産に登録された北海道・北東
北の縄文遺跡群
・2020 年に開業したウポポイ
・北方領土返還要求運動（北海道の取組）
・夕張市のふるさと納税
・村上理事長が顧問を務めるパシフィッ
ク・ミュージック・フェスティバル札
幌公演
・チャレンジフィールド北海道の取り
組みについて（ノーステック財団）
・ゼロカーボン北海道の実現に向けて
・その他

3)「北海道の市と町と村をご紹介」WEB 版発行
　今年度の 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した上川総合振興局・十勝総合振興
局管内の２２市町村を再録し、地域振興等キャンペーンに資するため、小冊子
WEB 版（９２頁）として 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に掲載した。
WEB ならではの便利な機能（しおり、リンク）も付加した。

北海道上川総合振興局

北海道十勝総合振興局
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北海道の市と町と村をご紹介目次

　この冊子「北海道の市と町と村をご紹介」は北海道情報紙の北海道倶楽部・北海道 ”NOW”（2021 年 12月号）の別冊として刊行しました。　 今 回 掲 載 し た ま ち は 、 北 海 道”NOW”の2021年1月～12月（2月は休刊）に掲載した22市町村のご紹介をすべて再録したものです。なお、再録に当たり情報を一部更新しました。

　北海道開拓の歴史などに関しても記され、食や観光のみならず興味深い内容が含まれております。　記事は、北海道及び掲載市町村の方のお世話になっております。御礼申し上げます。有り難うございました。

公益社団法人北海道倶楽部2021 年 12 月 1 日

上川総合振興局エリア内2021 年　北海道 ”NOW” 掲載の 22 市町村

中川町

幌加内町美深町

音威子府村

十勝総合振興局エリア内

陸別町足寄町

上士幌町新得町鹿追町

士幌町

本別町

音更町

池田町浦幌町豊頃町

幕別町更別村広尾町大樹町

中札内村

清水町芽室町帯広市

イベント等は新型コロナウイルスの感染対策のため中止になっている場合があります。

●　寄附応募のご連絡の方法
・ 倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/寄付 /寄付のお願い .html）　に申込書がございますので、
　そちらにご入力のうえ、倶楽部にメールか FAX でご連絡をお願いします。

・ホームページからではなく、倶楽部より寄附申込関係書類の送付をご希望の方はお名前と送付先のご住所、メールア
　ドレス、FAX 番号をご記載のうえメールか FAX にてお知らせください。

　　※「寄附応募のご連絡」はメール（hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp）か FAX（03-3581-4022）でお願いします。
　　※振込用紙、お振込依頼書が必要なく、直接ご入金なさる場合はご入金の際の振込人名、寄附金額、振込日、ご住
　　　所、連絡先電話番号もしくはメールアドレスをご記載のうえ、倶楽部までご連絡をお願いします。（個人でのご
　　　寄附の場合、受領証明書の発行の際にご住所が必要となりますので、必ずご記載ください。）
●　北海道倶楽部会員の皆様には 3 月中旬に「寄附のお願い」を既に郵送しております。ご確認をお願いします。
　　もしお手元に届いていない場合は事務局までメールか FAX でご連絡ください。

一昨年より新型コロナウイルス感染拡大の影響により寄附総額が減少しています。 例年並みの寄附総額確保を目指しています。

会社（維持会員）でご寄附頂いた場合でも別途個人でのご寄附が可能です。また年度内の再度のご寄附も大歓迎です。
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HOKKAIDO CLUB

ECNIS 7291

今月の寄附額 1,181,000 円　寄附総額 (3/23 現在）1,181,000 円　目標（予算）　2,682,000 円
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年 ( 令和４年）　４月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６７号　（4）

  2022 年 ( 令和 4 年）　８月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７１号　（8）

  2022 年 ( 令和４年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７２号　（4）0 年 ( 令和 年） ９月 日 北 海 道 倶 楽 部 昭和 30 年

  2022 年 ( 令和４年）　６月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６９号　（4）2022 年 ( 令和４年）　６月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６９号 （4）30 年
  2022 年 ( 令和４年）　７月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７０号　（4）

以下の通り、交流の夕べと特別講演会の申込をします。
・FAXで送付するかメールに添付してください。
・手書きでFAXされる場合は大きめに濃く明瞭にお書き

ください。
・当選された方には連絡を差し上げますので参加申込書

をお出しください。
・倶楽部のHPから申込ページに進むことも出来ます。 ⬇  

送付先
FAX  :０３－３５８１－４０２２
mail :hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp

・18:05  特別講演会 「投資と北海道」　        講師      阿部  修平 先生
（倶楽部会員　スパークス・グループ株式会社 代表取締役社長）

～世界的投資家ジョージ・ソロス氏より直接指導を受けウォーレン・バフェット氏を手本とした創業者の貴重な講演～

拝啓　盛夏の候、益々ご清栄のこととお慶び申上げます。日頃は北海道に温かいご支援を賜り、厚く御礼申上げます。
　さて、｢北方領土返還運動推進｣ ｢ふるさと納税｣ ｢北海道新幹線早期実現｣ キャンペーンを掲げ、北海道を愛する人々が集い、語らう夏恒例の「北海道倶楽部交流の夕べ」
開催の季節となりました。　新型コロナウイルス感染防止のためしばらくお休みをしておりましたが、感染防止策をとり、「特別講演会」と共催する事と致しました。
　講師の阿部先生はファンドの運営をされるスパークス・グループ株式会社の創業社長で世界的投資家ジョージ・ソロス氏より直接指導を受けウォーレン・バフェット
氏を手本としファンドを運営されています。ご出身の北海道や投資について、また退職後の資産運用などについて、多数の著書も執筆されている先生のお話が楽しみです。
　どうか梅雨明け後の銀座の宵を、飲み、食べ、語らって（参加者全員のショートスピーチ）、ご出席各位の参加を通じ北海道のため役立つよう願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

特別講演会と交流の夕べ共催のご案内 公益社団法人北海道倶楽部
　　　　会長　　川村　隆

新型コロナウイルスまん延防止により以下の変更、注意点があります。
・感染状況によっては開催中止もあり得ます。
・今回は着席で行うことと致します。
・感染防止のためマスク着用など感染防止対策をお願いします。他の方の発言中
は発声を控え黙食下さい。
･ 会場の状況と東京都の要請を踏まえ、最大参加人数の制約があります。 制限人
数を超えた場合は抽選で参加者を決定します。（制限については変更の場合があ
ります )

●日時　2022 年 8 月 4 日（木）18 時から 20 時
●場所：銀座クラシックホール　
　　　　東京都中央区銀座 7 － 9 － 20 銀座ライオンビル 6F
●会費：11,000 円（夕張支援メロン付）

●申込方法（広くどなたでも申し込めます。）

・抽選申込締切：7 月 7 日　・当選者の参加申込締切：7 月 15 日

・18:00  開会（講師紹介）　北海道倶楽部　会長      川村  隆
               乾杯 　　　                                  理事長      村上  隆男

・19:05  参加者ショートスピーチ～参加者が自己紹介、近況、講演などについて話す～
　　　（名刺交換をされる方はこの間をご利用下さい。）

・20:00  散会                   

●次第（予定）

・抽選申込後、抽選を行い事務局より当選者にご連絡します。（申込者多数の場合）
   当選された方には連絡を差し上げますので別途参加申込をお願いします。
・抽選申込用紙は左の用紙もしくは HP にあります。会員の方には郵送すみです。
・申込は申込用紙をメールに添付するか FAX で送信しお申し込みください。

  2022 年 ( 令和４年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７２号　（4）2022 年 ( 令和４年）　９月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７２号　（4）30 年

  2022 年 ( 令和４年）　１１月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７７４号　（4）0 年 ( 令和 年） 月 日 北 海 道 倶 楽 部 昭和 30

3 月号　北海道根室振興局 

1 月号　　北海道倶楽部　 ４月号　　北海道倶楽部　

8 月号　　　ノーステック財団

5 月号　パシフィック・ミュージック・フェスティバル

6 月号　　北海道商工会議所連合会 7 月号　　夕張市・北海道倶楽部

3 年ぶりに交流の夕べ開催となりました。以前同様とはいかず、コ
ロナ感染防止対策のため、着席と人数制限を行い、特別講演会と同
時開催になりました。夕張市応援キャンペーンは以前と変わらずに
行われました。来年はサンバで賑やかにできるでしょうか？

企業版ふるさと納税など道庁からのお知らせは 9 月号に掲載されました。
北海道倶楽部のキャンペーンの一つ、北方領土返還運動に関する広報は 3 月号（根
室振興局）10 月号（北方領土対策本部）に掲載されました。ロシアのウクライナ
侵攻もあり、状況は難しくなっていますが、来年以降も引き続き行なっていきます。

9 月号　北海道総合政策部官民連携推進室

11 月号　北海道環境生活部文化局文化振興課

10 月号　北海道総務部北方領土対策本部

昨年 11 月号に引き続き掲載。北海道の経済や暮らしの
ための活動を行なっています。来年以降も活動に注目し
ていきます。

会員である北海道商工会議所連合会より初の広報面掲載です。北海道
の観光動画を集めたポータブルサイト「Kitappo」を開設。
各地の雰囲気を味わえます。是非、アクセスしてみてください。

会報「北海道 NOW」では広報面を設けています。（1 月号、4 月号、8 月号は倶楽部広報の場合有り）
２０２３年も広報活動に力を入れてまいります。皆様のご協力をお願い致します。

  2022 年 ( 令和４年）　５月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７６８号　（4）

1 月号、４月号は北海道倶楽部からのお知らせ。5 月号は
毎年掲載しているパシフィック・ミュージック・フェスティ
バルの公演のお知らせ。11 月号は昨年 9 月に世界遺産に
登録された縄文遺跡群の 1 周年を記念しての広報。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
め、小冊子 WEB 版（８６頁）として 12 月 1 日付で発行し、倶楽部の HP に
掲載した。WEB ならではの便利な機能（しおり、リンク）も付加した。

４) 夕張市振興へ協力
　8 月の「交流の夕べ」（本年度は「特別講演会と交流の夕べ共催」）で夕張振
興を訴え、「夕張メロン」を参加者全員にお土産として提供し、夕張市の「ふ
るさと納税」のパンフレットを配布するなどの支援イベントを行った。

１) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
　ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年 1
月）
配布バッジ数累計　44,006 個（無料分を含む）（うち本年度配布 214 個）
収入総額 7,279,963 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）

２) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　3,399 個（無料分を含む）（うち本年度配布 142 個）

(2) 北 方 領 土 返 還 推
進　「ブラウンリボン
バッジ」「千島桜バッ
ジ」キャンペーン

2022 年 12 月 1 日　北海道倶楽部　昭和 30 年 5 月 30 日（第 3 種郵便物承認）第 775 号－（別冊 1）

2022 年 12 月 1日　北海道倶楽部　昭和 30 年 5月 30 日（第 3種郵便物承認）第 775 号－（別冊 1）

公 益 社 団 法 人  北 海 道 倶 楽 部
http://www.hokkaido-c.or.jp hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp

公 益 社 団 法 人  北 海 道 倶 楽 部
〒 100-0014　東京都千代田区永田町 2 丁目 17 番 17 号　北海道東京事務所 1 階

TEL03-3581-4021 　 FAX03-3581-4022 　 http://www.hokkaido-c.or.jp   hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp

北 海 道 の

と と を

                  ご 紹 介

Vol.4　2022.12.01

国土地理院電国土地理院電子地図より

色丹島 2015 年 8 月

バッジお申込方法 (QRコードを読んでください）

バッジ頒布について
－ 1 週間程度で発送します－　

北方領土返還運動推進バッジ
●「ブラウンリボン」バッジ　●「千島桜」バッジ

        早期実現北海道新幹線バッジ

北方領土返還運動
　　　を行っています

      

国
くなしり

後島

択
えとろふ

捉島

色
しこたん

丹島
歯
はぼまい

舞諸島

北海道倶楽部とは
　北海道倶楽部は、昭和 2 年に新渡戸稲造博士等によって東京に設立された公益社団
法人です。
　北海道の健全な発展に寄与することを目的とし、北海道等のための広報活動、地域
活性化事業の支援、北方領土返還運動、ふるさと納税等寄附の推進運動、北海道新幹
線早期実現運動などの事業を行っています。

バッジ１組１，０００円（１種類ごと４個一組）
１組ごとに、バッジの種類を明記のうえ、「１０００円分の切手」と「返信先を記入
した 120 円切手を貼った返信封筒」を同封の上、下記住所へ郵送して下さい。（1 組
毎に返信用封筒が必要です。）

文中の URL 部分をクリッ
クすると WEB が開きます
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(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン

　　　

３. キャンペーン推進
のための調査研究事業
　　　　　特別講演会

収入総額 685,920 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）

3）「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 482 枚、本年度 1 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 388,600 円　本年度収入金額 1,000 円

１）北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布した。
２）趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場す
る北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするため
に、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進
するものである。
３）早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現

2 2 2 2

のため、話題の「きっかけ」グッ
ズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。
バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）
配布バッジ数累計  3,454 個（無料分を含む）（うち本年度配布 8 個）
累計収入総額	582,358 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、2030 年度末開業予定。）

１）「特別講演会と交流の夕べ」共催
　８月４日東京・銀座のライオン「銀
座クラシックホール」で交流の夕べと
併せ、倶楽部会員の阿部修平さん（ス
パークス・グループ株式会社　代表取
締役社長）が「投資と北海道」と題し
て講演した。米国滞在時のエピソード
や日本企業への注文、北海道への苦言
などを参加者約５０人の前で熱い思い
を込めて語った。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
２）「北海道のために～日立北大ラボの活動について
　講師：吉野正則先生
　北海道倶楽部主催の講演会（本年２回目）が 10 月
21 日、東京・永田町の「永田町ほっかいどうスクエ
ア」で開かれ、日立北大ラボの吉野正則さん（北大特
任教授）が講演した。吉野さんは、「環境に適応した
新たな北海道を」「アグリツーリズムを展開すること
で、道内経済の振興に貢献できる」などと話した。

北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布
　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７６５号から第７７５号まで１０００部印刷し発行（毎月 1 日、ただし 2
月 1 日号は休刊）
会員以外への配布もおこなった。( 北海道情報ラック）HP にも掲載している。
WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセス
でき、様々な読者層にアピールすることができる。

前掲２.(1)-3）の通り WEB 版発行。

１１カ所（レストラン、店舗等）設置
北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付し、無償配布。

1）倶楽部の公益事業の対外的広報のため、内容の更新に務めた。
イベント等の参加申込、終了報告、イベント中止の報告、リモートワークでの
事務局体制の通知、その他報告事項など更新を行った。

2）倶楽部 HP に中止となったイベント（新年交礼会、交流イベント）の代替
としての「特設ページ」の運用継続
　新型コロナウイルスの影響のため例年対面で開催していた新年交礼会、交流
イベントを中止した。これらの中止した事業を補完し、また対面型事業の再開
に向けた準備のため評議員会、理事会の決定によりコロナ終息までこの特設Ｈ
Ｐを作成、運用している。

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」
　村上理事長が顧問に就任中。
2) 北海道が推進する「北海道・ロシア地域間協力チーム」に参加中。（情報収集）
3) ほっかいどう応援団会議参加中。                                          　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　                                                                  　　以上

4. キャンペーン推進の
ためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

(2)「北海道の市と町
と村をご紹介」

(3) 北海道情報ラック
設置

(4) 倶楽部ホームペー
ジ対応

５. 協 賛・ 後 援 名 義
の付与など

    （1）   2022 年 ( 令和４年）　１１月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可） 第７７４号

公益社団法人北海道倶楽部
〒100-0014 東京都千代田区永田町
             2-17-17 北海道東京事務所1 階

毎月１回１日発行　定価８０円

TEL 03-3581-4021 FAX 03-3581-4022
E-mail hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp
http://www.hokkaido-c.or.jp/

We Love  Hokkaido

北海道 “NOW”
北 海 道 情 報 紙 知らないこと

いっぱい！！

KITAKARA

HO
KKA
IDO CLUB

ECN
IS 7291

★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
知
事
の
鈴
木
直
道
で

す
。
今
回
は
、
真
狩
村
の
酪
農

家
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｙ
‘
Ｓ

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
」
へ

の
訪
問
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。こ

の
お
店
は
、
自
社
牧
場
の

牛
乳
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
な
ど
地
場
産

品
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
農
産

物
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま

で
一
貫
し
て
行
う
６
次
産
業
化

の
拠
点
と
し
て
、
真
狩
村
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
内
の
製
菓
コ
ン
テ
ス
ト
で
毎

年
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
真
狩

高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
実
習

先
と
な
り
、
そ
の
後
卒
業
生
が

入
社
さ
れ
る
な
ど
、
人
材
育
成

は
も
と
よ
り
、
地
元
で
働
き
た

い
若
者
の
受
け
皿
と
し
て
、
村

の
貴
重
な
雇
用
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

髙
倉
代
表
取
締
役
か
ら
は
、

お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
際
の

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
や
村
の
特

産
品
を
つ
く
り
た
い
と
の
強
い

想
い
に
つ

い
て
伺
い
、

深
い
感
銘

を
受
け
ま

し
た
。
ま

た
、
道
外

の
ど
さ
ん

こ
プ
ラ
ザ

で
も
人
気

の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
試
食
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
思

い
が
一
層
一
層
に
織
り
込
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

道
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
こ
だ
わ
り

が
詰
ま
っ
た
道
産
食
品
の
付
加

価
値
向
上
に
向
け
た
取
組
な
ど

を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

   

知
事
エ
ッ
セ
ー

　
　
　
〜
後
志
管
内
で
〜

課題対応で評議員会に部会設置を検討雪
ま
つ
り
来
年
は
リ
ア
ル
開
催

「会員減対策」「将来像」など議論

　
　
回
北
星
会
伊
東
さ
ん
優
勝

日
立
北
大
ラ
ボ
・
吉
野
さ
ん
が
講
演

大
雪
像
５
基
製
作

札
幌
市
な
ど
で
つ
く
る

「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
は
、
来
年
の
「
第
73
回

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
を
2
月

4
〜
11
日
に
大
通
公
園
、
ス
ス

キ
ノ
（
中
央
区
）
で
開
催
す
る
、

と
発
表
し
た
。
会
場
で
の
「
リ

ア
ル
開
催
」
は
３
年
ぶ
り
。
大

雪
像
5
基
を
は
じ
め
、
市
民
雪

像
な
ど
を
製
作
、
展
示
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
会

場
で
の
飲
食
ブ
ー
ス
の
設
置
、

つ
ど
ー
む
会
場
（
東
区
）
で
の

開
催
は
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。発

表
に
よ
る
と
、
メ
ー
ン
会

場
は
、
大
通
公
園
の
西
1
〜
10

丁
目
。
4
、
5
、
7
、
8
、
10

丁
目
に
は
、
自
衛
隊
な
ど
に
よ

り
高
さ
15
㍍
前
後
の
大
雪
像
が

1
基
ず
つ
製
作
さ
れ
る
。
大
雪

像
の
テ
ー
マ
は
12
月
に
も
決
定

す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
大
通
会
場
に
は
大
小

さ
ま
ざ
ま
の
雪
像
が
計
１
０
０

基
以
上
並
ぶ
見
込
み
。
例
年
、

氷
像
を
展
示
し
て
い
る
す
す
き

の
会
場
（
札
幌
駅
前
通
の
南
4

倶
楽
部

北
海
道
倶
楽
部
は
10
月
21
日
開
い
た
理
事
会
、
評
議
員
会
・
合
同
会
議
後
の
意
見
交
換
会
で
、
会
員
数
の
減
少
、
財
政
問
題

な
ど
、
現
在
倶
楽
部
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
評
議
員
会
に
部
会
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
川
村
隆
会

長
は
「
倶
楽
部
を
今
後
ど
う
い
う
形
に
持
っ
て
い
く
か
、
そ
の
在
り
方
を
考
え
る
の
も
大
き
な
テ
ー
マ
だ
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
村
上
隆
男
理
事
長
は

「
倶
楽
部
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
き
っ
ち
り
議
論
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

意
見
交
換
会
で
、
こ
の
日
出

席
し
た
評
議
員
か
ら
は
、
北
方

領
土
返
還
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌

延
伸
早
期
実
現
の
３
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
巡
り
、「
川
村
ー
村

上
体
制
に
な
っ
て
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
見
直
す
こ
と
も
必

要
」
と
の
声
も
。「
理
論
を
語

る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
行
動

で
示
す
時
だ
」
な
ど
の
注
文
も

出
た
。

こ
の
た
め
、
評
議
員
会
は
部

会
が
設
け
ら
れ
れ
ば
「
倶
楽
部

は
何
が
で
き
る
か
」
な
ど
を
具

体
策
を
挙
げ
な
が
ら
議
論
、「
必

要
な
ら
外
部
有
識
者
の
提
言
も

聴
く
」
考
え
だ
。

倶
楽
部
は
、
２
０
１
６
年
の

維
持
会
員
社
が
１
３
１
社
に
対

し
22
年
は
１
１
１
社
に
、
同
様

に
維
持
会
員
口
数
も
１
９
４

口
か
ら
１
６
４
口
、
登
録
会

員
・
正
会
員
は
４
３
６
人
か

ら
３
５
９
人
に
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
会
費
収

入
（
総
収
入
）
は
ピ
ー
ク
時

１
９
９
６
年
の
２
１
３
６
万

円
に
比
べ
、
２
０
２
２
年
は

８
０
２
万
８
０
０
０
円
と
、
6

割
以
上
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。

２
１
０
０
年
の
「
北
海
道
の
景
色
」
を
語
る

北
海
道
倶
楽
部
主
催
の
講
演

会
が
10
月
21
日
、
東
京
・
永

田
町
の
「
永
田
町
ほ
っ
か
い

ど
う
ス
ク
エ
ア
」
で
開
か
れ
、

日
立
北
大
ラ
ボ
の
吉
野
正
則

さ
ん
（
北
大
特
任
教
授
）
が

「
北
海
道
を

考
え
る
：

２
１
０
０

年
の
景
色
」

と
題
し
て

講
演
し
た
。

吉
野
さ

ん
は
数
多

く
の
デ
ー

タ
を
示
し

な

が

ら
、

道
内
の
「
未

来
の
景
色
」

を
語
っ
た
。

倶
楽
部
講
演

会
の
開
催
は
今
年
２
回
目
。

講
演
で
は
２
１
０
０
年
8
月

の
札
幌
の
最
高
気
温
が
40
・
5

度
に
も
上
昇
と
の
予
測
を
示
し

た
上
で
、「
環
境
に
適
応
し
た

新
た
な
北
海
道
を
」
と
強
調
。

例
え
ば
水
産
業
分
野
で
は
、
タ

コ
、
カ
キ
、
ホ
タ
テ
貝
、
エ
ビ

な
ど
新
し
い
陸
上
養
殖
の
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

農
業
で
は
、
現
在
ワ
イ
ナ

リ
ー
数
が
国
内
3
位
の
北
海
道

が
「
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
の
生
産

地
に
な
っ
て
い
く
」
と
し
、「
ア

グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
道
内
経
済
の
振
興
に

貢
献
で
き
る
」な
ど
と
話
し
た
。

岩
見
沢
市
な
ど
で
進
む
「
ス

条
通
ー
南
7
条
通
間
）
の
展
示

内
容
は
未
定
と
い
う
。

ま
つ
り
期
間
中
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
大
通

会
場
の
通
路
は
一
方
通
行
と

し
、
混
雑
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
発
信
す
る
な
ど
、
万

全
の
体
制
で
臨
む
方
針
だ
。

１
９
５
０
年
に
始
ま
っ
た
雪

ま
つ
り
は
、
道
内
最
大
の
冬
の

イ
ベ
ン
ト
。
例
年
、
国
内
外
か

ら
２
０
０
万
人
以
上
が
来
場
し

て
い
た
が
、
昨
年
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
事
実

上
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。実

行
委
は
「
感
染
対
策
を
十

分
に
講
じ
た
上
で
、
従
来
に
近

い
規
模
で
の
開
催
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

準
優
勝
は
五
十
嵐
さ
ん

ゴ
ル
フ
の
２
１
５
回
北
星
会

は
9
月
27
日
、
23
人
が
参
加
し

て
埼
玉
県
・
飯
能
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
行
わ
れ
、
伊
東
正
さ
ん
＝

写
真
右
か
ら
２
人
目
＝
が
ネ
ッ

ト
74
・
８
（
グ
ロ
ス
94
、
ハ
ン

デ
19
・
2
）
で
優
勝
、
内
閣
総

理
大
臣
杯
を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
か
ら
5
位
ま
で
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）

▽
準
優
勝
（
北
海
道
知
事

杯
）
五
十
嵐
紀
男
（
Ｇ
96
、
Ｈ

20
・
4
、
Ｎ
75
・
6
）
▽
3

位
（
倶
楽
部
会
長
杯
）
美
田
村

正
喜
（
Ｇ
１
０
２
、
Ｈ
26
・
4

Ｎ
75
・
6
）
▽
4
位

葛
西
賢

雄
（
Ｇ
１
０
１
、
Ｈ
25
・
２
、

Ｎ
75
・
8
）
▽
5
位

天
田
勇

夫
（
Ｇ
94
、
Ｈ
18
、
Ｎ
76
）

倶
楽
部
会
員
名
簿
を
発
行

北
海
道
倶
楽
部
は
10
月
1

日
、
２
０
２
２
年
（
令
和
4

年
）
版
の
会
員
名
簿
＝
写
真

＝
を
発
行
、
郵
送
し
た
。

名
簿
は
2
年
ご
と
に
作

成
。
22
年
版
は
１
６
３
㌻
、

Ａ
５
版
で
、
１
０
０
０
部
を

配
布
す
る
。

維
持
会
員
、
正
・
登
録
会

員
の
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
の

ほ
か
、
倶
楽
部
の
概
要
、

北
方
領
土
返
還
運
動
な

ど
、
倶
楽
部
が
取
り
組
む

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
内
１
７
９
市

町
村
の
一
覧
、
北
海
道
ふ
る

さ
と
会
連
合
会
の
連
絡
先
も

掲
載
す
る
な
ど
、便
利
な「
一

冊
」
と
な
っ
て
い
る
。

２１５

【お知らせ】令和 5 年の新年交礼会は 1 月 27 日ホテルニューオータニで開催予定です。ご予定ください。

マ
ー
ト
農
業
」
に
も
言
及
。
す

で
に
労
働
力
不
足
対
策
の
決
め

手
と
し
て
、
無
人
ト
ラ
ク
タ
ー

が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、「
技

術
は
除
雪
に
も
応
用
可
能
」
と

ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。

一
方
、
北
海
道
が
直
面
す
る

大
き
な
壁
も
。
日
本
の
人
口

は
２
１
０
０
年
に
は
半
減
し

４
９
７
０
万
人
に
な
る
と
予

測
。
出
生
率
が
全
国
平
均
１
・

34
を
下
回
る
北
海
道
人
は
「
絶

滅
危
惧
種
に
な
る
」
と
し
、
そ

の
克
服
を
訴
え
た
。
ま
た
、「
道

内
は
大
学
進
学
率
な
ど
男
女
差

が
大
き
い
」
と
も
述
べ
た
。
ち

な
み
に
全
国
で
最
も
男
女
平
等

が
進
ん
で
い
る
の
は
鳥
取
県
。

吉
野
さ
ん
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管

内
佐
呂
間
町
出
身
で
、
日
立
製

作
所
基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー
の

シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
。
北
大
の
産
学
・
地
域

創
発
本
部
長
も
務
め
る
。

日
立
北
大
ラ
ボ
は
16
年
、
日

立
基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー
の
外
部

ラ
ボ
と
し
て
北
大
に
設
立
さ
れ

た
。
少
子
高
齢
化
、
食
、
農
業

の
新
産
業
創
出
な
ど
道
内
の
課

題
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

２
１
０
０
年
の
北
海
道
に
つ
い
て
話
す
講
師

の
吉
野
さ
ん



単位

増 減 差引

社数 （社） 111 0 6 △ 6 104

口数 （口） 164 0 7 △ 7 157

登録

会員

数

（名） 221 39 52 △ 13 208

（名） 138 2 20 △ 18 120

（名） 359 41 72 △ 31 328

維

　

持

　

会

　

員

正 会 員 数

個 人 会 員 数

合 計

令和４年度　会員異動状況
（令和４年１２月末現在）

令

和

３

年

度

末

内　　　容 令

和

４

年

度

末

令和４年度　会員異動状況

（名誉会員 1 名を含む）
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損益計算書（正味財産増減計算書）
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令和4年度損益計算書（正味財産増減計算書） 令和４年度　１月１日～１２月３１日

公益事業会計 法人会計
[T]公益・法人
総計(合計)

前年度決算
令和3年12
月31日

決算増減
（令和4年-
令和3年）

（１）経常収益  [収入]

受取会費

　　（入会金） △15,000

（正会員会費収入） △75,000

（維持会員会費収入） △450,000

事業収入

　（広告収入）

（交流、キャンペーン等収入）

受取寄附金（寄附・協賛金）

受取利息 △4

雑収入

経常収入計（収入高合計）

（２）経常費用[事業費・管理費] 事業費 管理費

給料手当

法定福利費

退職給付繰入額

外注費

荷造運賃

会議費

旅費交通費 △136,040

通信費

会合費

消耗品費

修繕費

新聞図書費

賃借料

雑費

経常費用計（事業費・管理費計）

△654,306 △70,755

当期一般正味財産増減額（当期純損益金額） △654,306 △70,755

※ △70,755

※令和3年度決算の期末残高

経
常
収
益

（
収
入

）

経
常
費
用

（
事
業
費
・
管
理
費

）

 一般正味財産増減の部

経常増減の部

・会費収入は法人会計に５０％振り分けた。(会費規程第
6条)
・給料手当、法定福利費、退職給付繰入額は従事割合
(40%)により、法人会計に振り分けた。
・通信費の内、電話及びインターネット費用等は使用割
合 (40%)により、法人会計に振り分けた。他は各個別部
門で負担した。
・賃借料は使用割合(40%)により、法人会計に振り分け
た。
・その他諸費用は個別部門に配賦したもの以外は40％
を法人会計に振り分けた。

一般正味財産期末残高

正味財産期末残高

※一般正味財産期首残高

当期経常増減額（事業損益金額）



貸借対照表
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6,321,513 5,884,937 436,576
50,638 37,697 12,941

715,383 747,635
108,000 0 108,000

70,123 0 70,123
7,265,657 6,670,269 595,388

3,000 3,000 0
1 1 0

3,001 3,001 0
7,268,658 6,673,270 595,388

76,891 58,493 18,398
471,054 3,012 468,042
547,945 61,505 486,440

1,186,000 1,111,000 75,000
1,186,000 1,111,000 75,000
1,733,945 1,172,505 561,440

5,534,713 5,500,765 33,948

5,534,713 5,500,765 33,948
7,268,658 6,673,270 595,388



財産目録
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6,321,513 5,884,937 436,576
0 0 0

4,061,817 466,831 3,594,986

1,161,527 4,649,496

447,918 448,462

200,000 200,000 0

100,000 100,000 0

350,251 20,148 330,103

50,638 37,697 12,941

30,082 24,833 5,249

11,466 11,214 252

9,090 1,650 7,440

715,383 747,635
283,678 303,038

48,802 60,142

CD 86,360 87,040

296,543 297,415

108,000 0 108,000
70,123 0 70,123

7,265,657 6,670,269 595,388

3,000 3,000 0
1,000 1,000 0

1,000 1,000 0

1,000 1,000 0

1 1 0
3,001 3,001 0

7,268,658 6,673,270 595,388

76,891 58,493 18,398

471,054 3,012 468,042

6,054 3,012 3,042

547,945 61,505 486,440

1,186,000 1,111,000 75,000
1,186,000 1,111,000 75,000
1,733,945 1,172,505 561,440
5,534,713 5,500,765 33,948
7,268,658 6,673,270 595,388
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キャッシュフロー計算書

33,948 33,948

12,941
32,252

108,000
70,123

0 0

18,398 18,398
468,042 468,042

75,000 75,000
436,576

6,321,513 5,884,937

436,576



1
1

2
3
4
5
6

10,000 5,000 5,000 50%
1,950,000 975,000 975,000 50%
4,620,000 2,310,000 2,310,000 50%
2,234,000 1,024,000 1,210,000
1,024,000 1,024,000 0 100%
1,210,000 0 1,210,000 0%

682,568 469,762 212,806
627,000 414,194 212,806 66.060%

55,568 55,568 0 100%
2,809,000 2,809,000 0 100%

58 0 58 0%
1,573 1,573 0 0%

12,307,199 7,594,335 4,712,864

5,957,429 3,574,457 2,382,972 60%
489,647 293,788 195,859 60%

75,000 45,000 30,000 60%
3,150,100 2,773,900 376,200
2,773,900 2,773,900 0 100%

376,200 0 376,200 0%
0 0 0
0 0 0 100%
0 0 0 0%

71,500 0 71,500 0%
4,810 2,900 1,910
2,900 2,900 0 100%
1,910 0 1,910 0%

1,048,321 567,238 481,083
448,825 448,825 0 100%
402,141 0 402,141 0%
197,355 118,413 78,942 60%

0 0 0 50%
438,460 263,076 175,384

0 0 0 0%
438,460 263,076 175,384 60%
434,302 288,585 145,717

81,325 81,325 0 100%
7,543 0 7,543 0%

345,434 207,260 138,174 60%
50,985 30,591 20,394 60%

113,700 113,700 0 100%
142,129 85,277 56,852 60%
296,868 210,129 86,739
137,395 137,395 0 100%

38,250 0 38,250 0%
121,223 72,734 48,489 60%

12,273,251 8,248,641 4,024,610

7
8

6,321,513 5,884,937 436,576
944,144 785,332 158,812

7,265,657 6,670,269 595,388
547,945 61,505 486,440
547,945 61,505 486,440

6,717,712 6,608,764 108,948

3,001 3,001 0
1,186,000 1,111,000 75,000

5,534,713 5,500,765 33,948

3
（就業規則第16条1項：勤続1年につき本俸月額給与の３０％基本退職金を支給、月割り、1ケ月未満の端数は1ケ月）　

令和2年度 令和3年度 令和4年度
職員1名

250千円×30% 250千円×30% 250千円×30%

基準月額
引当額
引落額
累計額

退職給付繰入額　公益60%　法人40%で配賦
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計算書類に対する注記 , 附属明細書
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令和 4 年度事業、会計報告につき、以上のとおり報告致します。

	 令和 5 年 3 月 7 日

						      公益社団法人　北海道倶楽部

							       代表理事 理事長　村上　隆男㊞

令 和 5 年 2 月 1 6 日
公 益 社 団 法 人 北 海 道 倶 楽 部
  代 表 理 事  理 事 長 　 村 上 　 隆 男 殿

監 査 報 告 書
　

　 法 令 及 び 定 款 第 2 3 条 に 基 づ き 、 監 事 は 理 事 及 び 職
員 等 と 意 思 疎 通 を 図 り 、 情 報 の 収 集 及 び 監 査 の 環 境 の
整 備 に 努 め る と と も に 、 理 事 会 そ の 他 重 要 な 会 議 に 出
席 し 、 理 事 及 び 職 員 等 か ら そ の 職 務 の 執 行 状 況 に つ い
て 報 告 を 受 け 、 必 要 に 応 じ て 説 明 を 求 め 、 重 要 な 決 裁
書 類 等 を 閲 覧 し 、業 務 及 び 財 産 の 状 況 を 調 査 し ま し た 。
　 令 和 4 年 度 の 事 業 、会 計 報 告 に つ き 、諸 資 料 、帳 票 、
帳 簿 を 詳 細 に 調 査 い た し ま し た と こ ろ 適 法 か つ 適 正 で
あ る こ と を 認 め ま す 。
　 理 事 の 職 務 の 執 行 は 適 法 か つ 適 正 に 行 わ れ て お り 、
職 務 の 執 行 に お い て 不 正 の 行 為 又 は 法 令 若 し く は 定 款
に 違 反 す る 重 大 な 事 実 は 認 め ら れ ま せ ん 。

公 益 社 団 法 人 北 海 道 倶 楽 部
    
    監 事 　 澤 野 　 正 明 　  ㊞  

    監 事 　 鐵 川 　 照 夫 　  ㊞  

監査報告書
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　種　　別 概　　要
令和 5年度事業計画書 令和 5年 1月 1日から令和 5年 12月 31日まで

令和 5年度事業計画
１．基本方針

２．管理分野の計画

3．公益事業の計画

広報活動

地域活性化事業支援

北方領土返還運動

・昨年に続き新型コロナウイルスの影響が終息するまで、適切な配慮のもと、
定款に定められた公益事業の推進を着実に行う。
・公益事業の推進にあたって、新型コロナウイルスの影響を考慮するとともに、
終息後を見据え社会状況や公益事業へ対応する新しいスタイルを検討する。
（倶楽部事業、運営について理事会、評議員会後に検討会を開催し検討する。）
・新型コロナウイルスの影響により減少した会費収入や寄附金の収入増を目指
し、公益事業の財源確保と収支健全化を目指す。
・引き続き、公益事業のため、会員増に取り組むと共に、組織・制度の検討を
続ける。
・当法人の諸活動に関し、定款、基本方針、コンプライアンス等の見地から随
時検討、調整に務める。
・理事会のリモート会議と対面での会議のハイブリッドな対応につとめ、評議
員会、部会の活性化とともに会員参加型事業推進の定着に務める。
・引き続き事務局業務のリモートワークに努める。
・北海道等の行政組織やボランティア、企業、団体などとのタイアップによる
公益事業活動の充実に務める。
・昨年度の公益事業実施の成果と反省を今年度事業推進に活かす。
・「北海道 NOWのインフォメーション」頁などを活用し「企業、団体とのタ
イアップによる公益事業の推進体制」を研究する。
・下記分野ごとに部会で随時具体的な公益事業を企画し推進する。
（１）北海道等のための広報活動
・北海道情報紙「北海道NOW」（本紙年 11回）を発行する。
・引き続き、道内各自治体の紹介ページ（ふるさと納税なども紹介）を継続す
るとともに、増ページやさらなる拡充、HP版の発行の為の業務を続ける。
・北海道のため「インフォメーション」の頁などで北海道等（行政や各種団体）
の広報を行う。（経済産業省の事業にも選択された「チャレンジフィールド北
海道」に協力する。）
・「北海道NOW」の会員配布、北海道情報ラックでの配布を行う。
・HPの活用や北海道情報ラックの設置とコンテンツの配布を行う。
・継続して「北海道の市と町と村」の本年度版の刊行（WEB）を目指す。
（２）北海道等が主催・共催・後援する地域活性化事業の支援活動を行う。
・「北方領土隣接地域振興対策根室地域協議会（北海道と根室地域 1市 4町で
構成）」、「NPO法人	住んでみたい北海道推進会議」、「公益財団法人パシフィッ
ク・ミュージック・フェスティバル組織委員会」など、北海道等から依頼され
る地域視察、地域振興、イベント等に協力する。
（３）北方領土返還運動
・北方領土返還要求運動「ブラウンリボンバッジ」の頒布を行う。
・北方領土返還要求運動のシンボル「千島桜バッジ」の頒布を行う。
・北方領土返還森繁久弥作詞・唄「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」CDの頒布を行う。
・北方領土返還の広報活動を情報紙「北海道NOW」や各種イベントで実施する。
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　種　　別 概　　要

ふるさと納税

新幹線早期実現

北海道情報紙
特別講演会の開催

外部イベント等への参加

前年度事業との変更点等
・新型コロナウイルスの影響

による事業計画の変更

・終息後の社会状況や公益事

業への対応

（新型コロナウイルスや財源

の状況の変化で理事会で今後

別途決議した場合は変更す

る。）

４．新型コロナウイル
スの終息後の対応他

・内閣府（含む倶楽部）などが実行委員会を構成している「北方領土返還要求
全国大会」（2月 7日、北方領土の日）が開催される場合は参加する。（2021
年は新型コロナウイルスの影響で中止）
・根室市等が主催し全国 70団体余が参加する「北方領土返還要求中央アピー
ル行進」（12月 1日、銀座行進）が開催される場合は参加する。
・北海道情報紙「北海道NOW」（年 11回）配布、北海道情報ラックの設置と
コンテンツの配布、交流イベントなど各種イベントや講演会などを通じて北方
領土返還運動キャンペーンの広報活動を行う。
（４）北海道等へのふるさと納税等寄附の推進運動
・本年度も広報活動・情報発信に活動の主体をおく。北海道情報紙「北海道
NOW」での道内自治体のふるさと納税の紹介、北海道情報ラックの設置とコ
ンテンツの配布、各種イベント他で北海道等へのふるさと納税等寄付の推進
キャンペーン活動を行う。
（５）北海道新幹線早期

0 0

実現運動
・北海道新幹線早期

0 0

実現運動「新幹線バッジ」の頒布を行う。
・北海道情報紙「北海道NOW」発行、北海道情報ラックの設置とコンテンツ
の配布、各種イベントで北海道新幹線早期

0 0

実現運動のキャンペーン・広報活動
を行う。
（６）上記各号の実施・推進にあたっては、下記の手法・方策等を総合的に適
用し推進する。（一部重複・再掲）
・北海道情報紙「北海道NOW」（本紙年 11回）を発行する。
・北海道情報ラックの設置とコンテンツの配布を行う。
・倶楽部の事業に関連したテーマで特別講演会（WEB、対面など）を開催する。
・北海道応援団会議に参加し協力する。
（1）　北海道倶楽部が主催していた飲食を伴う対面型イベントの開催
キャンペーン（北方領土返還・ふるさと納税・新幹線早期実現）をテーマに「新
年交礼会」夏に「交流の夕べ」秋に「交流イベント」を開催してきたが、本年
は以下の通りとする。
（但し、新型コロナウイルスの影響により理事会で開催、中止について別途決議した場合は変更する。）

・「新年交礼会」は新型コロナウイルスの影響を考慮し着席により開催する。
・8月の「交流の夕べ」、10月の「交流イベント」は高齢者が多いので新型コ
ロナウイルス感染状況や事業運営への対応を充分行った上今後の感染状況を見
定めて着席か立食か選択の上開催する。
（２） 他が主催する各種イベント等が実施された場合は適宜検討のうえ、参加、
後援する。
・新型コロナウイルスの終息後の倶楽部の事業の再構築を継続して検討する。
・会員数の増強、寄附金増の方策、中断した対面型イベントに対する対応など。
・新型コロナウイルスの影響で中止した対面形式の公益事業の代わりの役割を
期して作成したHP「【特設ページ】　コロナ禍での交流と対面型キャンペーン
事業の再開に向けて」は本年度もしばらく設置する。
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　種　　別 概　　要
別表
公益事業計画
時期別一覧表　

・イベント・講演会等
は HP などで会員外、
一般へ参加案内しま
す。

・部会対応
事業内容の詳細は担当
の部会で今後検討し実
施します。

・新型コロナウイルス
や財源の状況の変化で
理事会で今後別途決議
した場合は変更しま
す。

新年交礼会（着席で開催予定）
北方領土返還推進運動「ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」キャンペーン
北海道新幹線早期実現「新幹線バッジ」キャンペーン
「ふるさと納税推進」キャンペーン
上記キャンペーン集会の年初スタート交流事業。

「北方領土返還要求全国大会」（北方領土の日）
「北方領土返還要求中央アピール行進」

交流の夕べ
キャンペーン、北海道等の広報を目的とした夏の交流事業。

交流イベント　「We	Love	Hokkaido」（旧道産子の会）
キャンペーン、公益事業の広報。

講演会、シンポジウムの開催
新型コロナウイルスの収束後に対面型の開催を目指す。当倶楽部の公益事
業と関連した講演テーマを検討する。会員間の交流にも役立てるが、当然
一般も参加出来、無料とする。
（講演テーマ、行政との協調などにより公共性のあるものとし、HPなどで
一般参加を呼びかける。）

キャンペーンバッジ頒布
・北方領土返還要求運動の頒布を行う。
・北方領土返還要求運動のシンボル「千島桜バッジ」の頒布を行う。
・北海道新幹線早期実現運動「新幹線バッジ」の頒布を行う。

情報紙「北海道 ”NOW”」の発行・配布
倶楽部の事業に係る広報のため、情報紙「北海道 ”NOW”」　本紙年 11回）
を発行する。前年配布の成果を踏まえ、配布先・配布方法、編集内容、発
行体制を整備。一般配布（有料　月額８０円）有り。
「北海道の市町村をご紹介」及び「北海道 ”NOW”information」を引き続き
本年も掲載する。

WEB版「北海道の市と町と村をご紹介」の発行
情報紙「北海道 ”NOW”」に連載している１年分の 22の市町村情報をまと
め小冊子形式にして発行する。
HPで一般の無料閲覧が可能。

北海道情報ラックに北海道情報を配布
引き続き北海道関連情報を設置先情報ラックに無料配布する。

ホームページでの広報
倶楽部、公益事業の広報のため、内容の充実・更新に務める。
【特設ページ】　コロナ禍での交流と対面型キャンペーン事業の再開に向けての運用

その他
・倶楽部内交流の同好会の活動に協力。（独立運営・独立会計、北星会（ゴ
ルフ））

予定時期
　1月 27日

（例年開催時期）
２月７日
12 月 1日

（例年開催時期）
8 月 4日

（例年開催時期）
10 月予定

未定（講師、
会場等のスケ
ジュールによ
る）

随時

毎月

12月

毎月

随時
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令和5年度収支予算書

公益事業会
計

法人会計
[T]公益・法
人総計(合計)

（１）経常収益     [収入]

受取会費

　　（入会金） 5,000 5,000 10,000

（正会員会費収入） 832,500 832,500 1,665,000

（維持会員会費収入） 2,145,000 2,145,000 4,290,000

事業収入

　（広告収入） 1,224,000 0 1,224,000

（交流、キャンペーン等収入） 3,662,195 1,637,269 5,299,464

受取寄付金（寄附・協賛金） 3,190,800 0 3,190,800

受取利息 0 54 54

雑収入 1,573 0 1,573

経常収入計（収入高合計） 11,061,068 4,619,823 15,680,891

（２）経常費用[事業費・管理費] 事業費 管理費

給料手当 3,561,633 2,374,423 5,936,056

法定福利費 284,248 189,499 473,747

退職給付繰入額 45,000 30,000 75,000

外注費 2,790,650 51,700 2,842,350

荷造運賃 175,038 0 175,038

会議費 23,328 71,500 94,828

旅費交通費 11,570 1,910 13,480

通信費 747,556 291,126 1,038,682

会合費 2,340,600 1,560,400 3,901,000

消耗品費 312,762 139,904 452,666

修繕費 30,591 20,394 50,985

新聞図書費 113,700 0 113,700

賃借料 85,277 56,852 142,129

雑費 604,935 84,870 689,805

経常費用計（事業費・管理費計） 11,126,888 4,872,578 15,999,466

-65,820 -252,755 -318,575

当期一般正味財産増減額（当期純損益金額） -65,820 -252,755 -318,575

※ 5,428,264

5,109,689

5,109,689

※令和4年度仮決算の期末残高

正味財産期末残高

当期経常増減額（事業損益金額）

※一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

・会費収入は法人会計に５０％振り分けた。(会費規程第6条)
・給料手当、法定福利費、退職給付繰入額は従事割合 (40%)によ
り、法人会計に振り分けた。個別部門の給料手当は各個別部門
で負担した。
・通信費の内、電話及びインターネット費用は使用割合 (40%)によ
り、法人会計に振り分けた。他は各個別部門で負担した。
・賃借料は使用割合(40%)により、法人会計に振り分けた。
・その他諸費用は個別部門に配賦したもの以外は40％を法人会
計に振り分けた。

 一般正味財産増減の部

経常増減の部
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【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使について】
（はがき　サンプル）

令和 5 年 3 月 7 日（正会員・維持会員の ID、お名前､ご担当） 
会員のお名前 
（維持会員名、担当者名） 
 

【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使について】 
下記□にチェックを入れ至急送ってください。 
コロナウイルスの感染対策のため出来ましたら出席をお避け下さい。  
無記入での返信は議長に委任とします。 

 
□出席  （議決権行使書と議案をご持参ください。） 
□欠席（1．委任もしくは 2．事前議決権行使） 

 
【1．委任による議決権行使】 

(記入がない場合は議長とします) 
□ 議長に委任する。 
□ 議決権行使書持参者に委任する。 

 
（委任しないで欠席される方） 

【2．事前議決権行使】 
(”否”の場合のみ下記□内に×をご記入ください。） 

第 1 号議案－●承認事項 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
至急送付ください。3 月 6 日必着でお願いいたします。この葉書を 
「郵送」、「FAX」又は「スキャンしメールに添付」してください。 
Mail：hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp Fax:03-3581-4022 

NO. 1234 

□損益計算書（正味財産増減計算書） 
□貸借対照表   □財産目録 
□キャッシュフロー計算書 
□計算書類に対する注記 
 
 

令和 5 年 2 月 16 日
公益社団法人北海道倶楽部

令和 4 年度定時会員総会招集通知
　正会員、維持会員　各位

公益社団法人北海道倶楽部　　　　
代表理事　理事長　村上　隆男　

公印省略

　令和 4 年度定時会員総会を下記の通り行いますので、お忙しいところ恐縮ですがご参加下さい。
記

開催日時：
令和 5 年 3 月 7 日 12 時 30 分より（約 1 時間の予定。12 時 10 分開場。昼食の用意はありません。）

開催場所：
永田町ほっかいどうスクエア２ 階会議室（北海道倶楽部事務所の 2 階、貸会議室なので開場前は入れません。）
千代田区永田町２－１７－１７、03 ‐ 3581 ‐ 4021( 北海道倶楽部の電話番号 )

議事に付すべき事項：
　別紙「令和 4 年度定時会員総会　議案」の通り。

議決権行使会員：
　会員総会の議決権を持つ会員は、「正会員」及び「維持会員」で、各 1 個の議決権を持っています。
( 維持会員は、維持会員の議決権行使書を持参した者が議決権を行使することが出来ます。）

議決権行使方法について：（新型コロナウイルス感染防止のため是非下記「2. 議長に委任、3．事前の議決権行使」をお願い
します。）
議決権は、議決権を持つ「正会員」及び「維持会員」が下記の方法により行使して下さい。
１．「会員総会出席による議決権行使」
２．「委任による議決権行使」（無記入の場合は議長に委任したものとさせて頂きます。）
３．「事前の議決権行使」

　いずれも、招集通知に同封した【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使について】( はがき ) に記入の上、「郵送」、「FAX」、
又は「スキャンしたものをメールに添付」の方法でなるべくお早めに（総会開催前日まで）北海道倶楽部宛に送付して下さい。
　会員総会の招集通知は北海道倶楽部に登録された会員（社員）の住
所地に送付しています。招集通知に同封した、【北海道倶楽部定時会
員総会の議決権行使について】（はがき）の用紙（右欄参照）を使っ
て倶楽部宛に送付されたご連絡は会員の真正な意思表示とさせていた
だきます。

1. 会員総会出席による議決権行使 :
　会員総会出席者は原則として「議決権行使書」と「議案（本書）」を
持参の上、会員総会に出席し議決権を行使する。

2. 委任による議決権行使：（定款第 18 条第２項）
　招集通知に同封した【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使につ
いて】に印刷された【委任による議決権行使】欄に記入の上、北海道
倶楽部宛に送付する。（無記入の場合は議長に委任とさせて頂きます。）

　受任者は原則として「議決権行使書」と「議案（本書）」を持参の上、
会員総会に出席し議決権を行使する。

3. 事前の議決権行使：（定款第 18 条第 1 項）
　招集通知に同封した【北海道倶楽部定時会員総会の議決権行使につ
いて】（はがき）に印刷された【事前議決権行使】欄に記入の上、「郵
送」、「FAX」、又は「スキャンしたものをメールに添付」の方法でなる
べくお早めに（総会開催前日まで）北海道倶楽部宛に送付して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

公益社団法人北海道倶楽部（TEL:03-3581-4021）
郵送先：〒 100-0014 東京都千代田区永田町 2 丁目 17-17
FAX 先：03-3581-4022
m a i l ：hkkd-clb@soleil.ocn.ne.jp
なるべく FAX か m a i l で の ご 連 絡 を お 願 い し ま す 。


